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海業排画

北農用区

類排農、

知用、理

道用

良、
改間

縦北同同

堀
事

計覧
更縦

変の
業般
事一

画に

一を供

一定す

八

と

い の

置 次

。
た。
める

の

変示
告也 り

、 お

て達 役 ・

町 ３
）追

場

の
林

達 安
保

に

４備
に の 支

場走

達網
覧道
海

指

也

所庁

也



埋１２
ゅ に成ゅ氏

て平しし

立

平 ん ん 関

成 功 す年功名

十

又 認 る８認

四

可 工月可

年 をは 事の八 の日受

北 海

北

公 海

有 道 町ま 河

水 告

面

東番上で

示

埋

郡８然

第

立

鹿地別

追先西

法 町か

号 上ら線

大 然河

道 公 報

道路道区

そ日
の１２３

線の

関ら成路路

のか平

の 係２
間８類名域

図週年種区

は、月

面
、一
北般日道東

第

更 北

道し 海

、 道

同
路 留１住

告

条

萌法 地吉

示 郡先

第 第

２ 番 小昭 か
平和 ら

項 １ 留 町地の 号

郡規 先 字年 萌

号

域
区

線の
路

路道区

２３
小

名

月 名 しけ 年

二 ゅた 月

十 ん日者称

三 功

日

道

可成海

認平北

を
し
た年

金

月

。８

曜

日

別東番正

西郡５
鹿地年

第
律

線追先法
第

）

前前後号
条
第

建覧芽

道縦幕

海の道瓜

後

道す
部供線

設に室間

備前別

整。更の

路る変

定 ま 住法

地 北
び敷

及
課

第 平に で 吉律 小
町よ

番字り
の 第

路 ）道 号

前後供
始 項

開 １
を 第
用 条

す の

更の
変後

線
内間

加
幌

平

地
敷

前別

日 １

堀
事
知
道
海
北

項

らで規

かまかまかまの
よ
に
定

らでらで

り
、
次
の

広員

帯幅

道の 海

り
お
と

事

業知

現道延

木海

土北

い国重

置
え
備堀長

に
所

る 規
。 定

らでらでよ

かまかまに
路

道
、
り

の
区
域

国重
長

延
員

幅
の

の
次

を

と成業

の平事

次

１

也
達

概 お

水
有
公

ロ月
プ８
り年要

方長の平

地市合
路連

面

自、設成

治釧置
町許８

法路を年

区 、等複

て達道

長可月

４５

示の間

告也と

年水の

許 面有項

免公３

お
と

日立村
埋町 月
面市

変
り

３
の間
と区
等複
道

区

者
立 表

住代位
埋

ポ
ル
ザ
ー日

公

昭

。
る

す
請
要

を
出
提
の

和、し
阿た日

町
年寒。

公

鶴
第、

律長
法

、
第長

）村
号居

白

第
及法名

糠 条

び のののの
点積号第

地地地地条 番
平佐

点点点

成呂 のののの

間 地地地地

年町
月

かかかか９

点点点点

らららら

域点点

地地

のの

次地地浜度漁

の 港 佐 の点系
とに分の地
地点

基 呂
よ準 間 の

）ら

点 漁 地のる秒点か

名域置

氏
区 の

港 点地測

市道郡

幌海呂

札北常

所
区間

央事呂

中知佐

告

海
北

一 道

一 知

九

び の
及 項
長 ３

町 第

堀
事

音 規

表

道 り
長海 よ

町北 に
別 定

請 成
申事 平

ら知 、
か

の堀

あ 年

方方方方

河

角角角角

向向向向日
川
第 度度度 度
分分分分

号
令 ののの の指 秒秒秒 秒
向向向 向方方方 方

らをの向

基 基 か点量方

結成角 ２ 準

か 点

のん果ら

２ 点線使方度 基 地だを

向
角分 まに用
北 でよ）
緯 をっ秒 順ての 度

度 次囲方 にま分向

分 結れ
んた

西達佐

条浜

３字

北堀町

丁間

６也呂

目

っ ８

也
達

の
先
地

番
５

－

た 月
釧達

釧域
広也 、
路 日 点点 地地 地地 のの のの
点点

秒

秒 だ区

地 東 及方の 線域の

点 経 び日向

本

． の測

面
水

有
公



ア

業情情析業分

務情分

業
理収務報報・務析

処報

施検

能集実収収検実、

力能施集集討

北 海

）定

企似号選

アイウエ

内にの基

画過す道道北

３業に納規準

海 提去る

に
の 書年務営付定

道 案

契又べ基
競 の間の業す
争 提

道 公 報

２
履加

エ参

効方告デデ期格

報行資
び

果果策書ーー限及

効

デ入フ選

ののの・タタ

析題ー力ァ平定

数分問

値

第

アイウ

生先モス策策

発リ方方

ルア具施

・進デトを実
化係

出例事ッ体に

排事

視す抑の業プ

号

事業

平業務
成内
十名容
四
年
八

体

力担体先能担討

ニの

程・員制

・当制の力当

制員び度体の及

体職及
法び務方

の方及制業び

歴性

経合歴

務適経法

業

運租く
入 出平約はきづ

び営税指
札 者成及

参 に

点未停
加 要年履拠に名

すか実を納止
資 求度行

な受
者 るら績持がを

格

成あこいけ
指 資平がつ
るとこて
名 格

停

度で。な
止 年者。とい

タ、イ成基

務 まあい
事

化点

準 ご等フ集ル
及成３

ごみのァ計作年

の減証ルび月

みの検イ

７ 発量、作印

生効支成刷日

・果援製

排、制本金

出経度）

抑済の

制効検

制情としする
量果討フ

か。、報したる効

点る

策めの

ら再収て方た果

用及行のの分

、使集実
現段

み及び可実手析

ご
減再討なに、

のび検能
検策適要

量生・方最必
手手

に用証のなな

化利

す有目ス法続

関に項リ

月コ排

二・ご出

十ルみ量

三ネゼを

日

る

ンロす

サプ減

ッロ削

シラた

スグ

金

ィ北、

テムめ

曜

要 でる者

造道店

創海商

にとあ
領 ）こで

４ 庁と
成 公こ

平 官。る

益月 公９ は年 又。

、、ァ

本け と付 人日 法

）

用効】

使客ル

再集イ

トの、

）
ど）
な等

量果

用

次な抽ア検費

る効の

の

項策プ等

の方出ッ討

いト

つス討

にリ検

目の

業
究
研
査プ

調ッ

てア

日

位

調お単

業にを

事」街
標て

究目し

研ると

査け
で者
つ費
一消

務の、

業
一業
る事
あと

成出

交資平提持企平提
場

付格成出参画

場又提 場審

９は

所査年所は案年所

務総 業局

は申８は郵書

に第

類

９

担郵北電フ説平前
午

時

当便海話ァ明成

部番道番ク書
８ら

課号環号シの年か

続
手

３

境ミ交

等

展上

障将画独先発向

企

託
委
を
務

害来内創進

創多法手コ発値数

手数

般者
意面の法ス生化値

イ
物の
棄方
廃双

、

容のス

内策リ

画方
企

、請月、送等月
の 書

出同

にの日に書提日に

同提同留

）。

じ出金じ郵期火じ
午

限に等

。期）。便限
時

５。５

後る後

等午限

着よ着

必に必

時）

リ付月午 生

後 －活－期
間日５ 部

－及時 環－び金ま 境

場）で － 札室

所か） 幌廃

ら。 市棄内 中物
央対日 線

区策

）

北課－木

３

理な全

の的容性性性性

し

性望と

解展体
創

策を独

決来の

解将て
て先

）し、

む越性

含見

工性実のト・等の

い進

夫現実性排検信

性す性現出証ぴ

制及う

べ及性ビ抑性ょ

てびジ
実ス問

のコ現ネ性び性

面ス

み提度

のト性とご題精

ォ及ての起）

フ性度し
化

ー困立量

ロび成減性

ッ

査スア

審リト

性難す

る

況
状

プ数
ッ点
アプ
ト

ま

。

６
西で

条

日
曜

日
び

及
日

目曜

丁土

るに

）
か等

る性

く
除

は

）
か

）る

）かな

）度

一
二
〇

は
間
時

付
交

。



１
札調

入アイウエオ

平 に達自磁電フ微

成 付を記気気ロ量

十 すす分セ泳ア生

四 るる光ン動ス体

年 事物光サゲタ試

八 項品度ールン料

北 海

札

次

３

幌

の平 医

と成

開

科 発

お 大 許

り年 学

一８

可

告

般月

年

示 月

競 第 日

争日 及

道 公 報

平開れ開所

都は
事１２

び

計完成発る発及

市、

区地許 画了

のを名

法し年域域可氏

た８又
工称け

昭。月は名受

和

日区た

第

海
北

十
道

関３そ詳

勝 の細 連

支 情に他は

庁 報同、

告 をじ企

示 入。画

第 手提

号

４
又書

参他約

持の契要

そ
要

送の

郵成

は作

月 等計式撮ド分

二 の３影型析

十 名次装顕シ

三 称元置微ス

日

測

数計

び間ム

及空鏡テ

装

量

金 置

曜

式式式台式

一一一１一

入 号

番札

び

札

号

以 幌

平

下

医

札

成入

科

５と

年」

大

う

月い

学 日。

第
律ま住

法含の

年に者
河株 河

西式 号

更社 第１ 郡郡会 ）番 西
、 更
別別テ
村ィ 条村

更２更・ ２字番字ー 第

す案

号 る説支
照よ

のに

め書

た明

庁

先。

会る

告

）
。

る
限

に
便

郵
留

書否

。
る

よ
に

日 ） 告

建実札

十を

示

る科

第す医

指施幌

令秋

指
号長

４学

－。大

イ の別、別ワ 項

野

東 北

規海番番

十表 に３地 線 道代 定

、取 よ勝

締 る番 支
長４ の、
庁番役 次１

山 開

、 山俊 為３ 行番 尾内 発

男 に

示

５
入保第

開入以証入

札金札 札
保 札にを保条 下

日加付金７ 消 参納証の

明
豊

電フ微

入開

アイウエオ
生

札記気気ロ量札

自磁
光ン動ス体場

分セ泳ア

日

篤 関

３４

工、
治５ る

番 す

約海幌札入

所契北札入

該 がを条道医執

道当）

大の

調 行有項札科行札

示市学場場

達 うしを幌

２

指、

札の平係

ウエオ入次に
一

電フ微にい成る

納

気ロ量入参ず
に北競

泳ア生加れ年般

動ス体場す

入記気

達自磁

調納
アイ

証費 る期光ン

す分セ

を

金よる納び 税 しすの及

との海 」 うこ付北 等 時

す。免道 と と

同者、務 う にる除財 い

。、付則 ） じは納規 。
当 そ方

相
を 者等和 額 の法昭

含 のは

ールン料所

光サゲタ試

影型析

計式撮ド分

時度
３
元置微スに

札次装顕シ

科間ムじ

医空鏡テ同

幌
局

務置

事装

学測

大計。

及所

品 名迅す中事所

物

所区局び

に 競速場央務

北

し 入ア南管日

関 争な
タ条課海

、 札フ１財時
札

幌 関ー西道

札 に
市 しサ

及 指ビ目市 内 てー丁幌

可区 札 をが央 び 名ス中

入

ゲタ試るも海争

幌 停

当告札

ルン料所者該道

型析必す示又

撮ド分に

指

装顕シ入要る第は

影
置微ス札なこ
。又競

鏡テ説資と号名
札

に平入

書は争

ム明格

に

よ成

る

品日度ー

物光サ

。年参

空

様元

仕次

の３

等計式

明
説置

札装

入測
計
間

等

方海 。 積地北 む 見、年

た治規 の っ自道 ） も
契法則

の
約施第 分
金行

一 額令号 ５

二 。 に

一

す
費和下 当

消昭以 相
税

管平同同同同

及年財 る

財成

課

日
５

室月

札９

入年

前前前

午午午午午

）
木

前前

さな１ 市 止能南

９９９

接 てと西 隣 れこ条 に
い。

と町
こ市

い目 る な丁 す

平平北加

又
店

本
に
。村

道る

成成成海す

平

示格

年年年告資
９有

月月月第を

８

にる

日日日号す

）））定と

金金金規こ

に成成

書平平

道
る
す。

よ
る年年

。

月月
日日

規 以
び政務 額

））
金金

」 の
方第則 上

地令

消
税札）い

費号と 入

時時時時時

店
支

は

分分分分

入
購
の

品
物

の

業
営



名所の細

者契こ詳

アイ

る関札、

あに入は

で約

説

をる執札

かすの入 在

申事称地行

北 海

落

に入る捨税相

号アイ

業す札

掲札落額て事当

加金者る者

札 げ金をた

入に算額で金と

決 る額

っ

に 札係し）あ額な

定
当 及るたをるを

道 公 報

参
札札提提開

要入入そ

申希のの 加加出出

札 参

他
お 書者

に 込望期場

時

のは限所

第

っ

７８９

便札入約

郵郵落財て契
作

規 等及者札書

務 交便

則 付にびの
報定効の

第 よ電決有成

方る
入に方な要

法札よ法入否 条

号

６
。札交

う入

平）説
成第明付
十書
四の場 条 年か交

八

出を、書

し務は明

付所

話開よ

る担札郵電公に

す医番番する

こ当幌便
大。

。る科号号る。

と
組
織学
の事－－

名務

－ 称局
及管
び財札

札者

た び消金もか入た

て税書は

っ こ費額っ免

て の税

記落

は 公等当落事に、

価者載札

、 告の該札業

扱額格です決

入 に取金
書 めいにとある定

札 定

かと速

に る１するこ後

札未のを。や

記 入円る
、わに

さ に満で問か

載

、 出次

て 提、

い

れ 関の

に よ成海幌

２ に平北札
道医規 り

す 定９幌大

定 所年札科

資 入２中事

る の月市学

を 参区局

格 札日央務

し 申）１財

有 加月南管

札限 項 入に １ る札 第

場認。 規 幌のはる の 札
でなし に

科所め） 定 医
付。者 り

学交いた よ

大

た

局る落 め

務すを 定

事

ら

財者 予

管。札

月第に

二関

十す北

三条る海

日

定市

の幌

で項札

ま事道

め中

金

と区

る央

曜

ろ１

こ南

央線 地中内 在市

所課幌
区
南

西
条
１

、費

た す端入ず消

目
丁

額 条がに見税

金 る数札
る加もの

に 件あ参積等

た税 該 違とすっ課

当 に

額 しは者契事 金 反きる
そ、金者 の た、は約業

入
札の消額で
る の

は端費のあ 分

、数税

か ５

い 書西

な 込条課

無金等

者 を

入 るた すし 出目

の 提丁

定

則
規

務
財 。、 と札 こ

限
制
。 の

る 格
す 価

課と
の

低
最

で
内

囲
範

の

日

よ西

に条

る

３

目

。丁

北実天の下

確務資中以

要企 海に災代
格小

に者小 件業 道納等行中

分

江でよと企 の等 立入

を係税 相の 効額に免 に

と

事 当 す切る

。
るすり課に業

政。道平る医者

といる
法あ

令 令が成こ療で

政

と 第 第行
う年。施る

指８行こ

第
２

各
条

い

の契資物の

等資次

品

要 の はれ 等 類ず 格 品 種

規１
も

を
格

価

、に

北

地定争 海

に平資平入 道

よ成格成札

方
立

に

自

及 り 江治
、年び年参 差

一８調度加

法
病

般月達にす

施
院

例等
同 差きりし業 特

協

院こ時確協
組 病る一て

にで組
法 のと的保同

合

患。

和 等のる」
昭 者そき合

の業こと
法 具の。う

年 寝務とい

が及
第 を行）

律 類遂。

北

則。 の の名月規と 条 条

争日 ４ ４競１
札在和 ２ １入現昭 第 第
項 項にに

すい厚 規 規関お年 の に

指引省 に するて生 定 定

を続第 り 者名き令 よ る
競 で停き

も 種

な

めす

定当

に約格類件該

海こ

る平の契北送北る

道務道と

も成患約海業

者 の

江含江

と年等立を立。

病

る月寝差む差

す８の
具病。 。
にのののの

日類院）院

をおる

行
競 告令
争日すい者 示

入るてに 第

札物北必

昭
３

に品海要

和
号

政加の立資

年参等道な

第る類差は

令す種江格

者病、

要締定

。必がに

号に院

以

道

立

江

差

病

海困び
企 第

立と小 ）

道難中 号

病事団 条

差る業 ３

江な

組 定

長にの 規

院態体 に

定、に る

指え織 す

が備

関 中

争

日該る 企

るにす 小

す

札 こさ年） 入 い止２号

の 。て上９ へ とれ以第

加

な具の 参

い寝条

い類

定 除

と賃規 排

このに を

基 て

びる れ

及す さ

。貸

準 い

洗

般借者格者

一賃患資患

競等等

寝下寝

争洗の以の

札業具具

入

」

公及の格

の務類資類

行内い

を院借と

告び賃
。

う搬洗う

下な結め

海業業）

北送

資しる

令を海うの

政格北よも

とめ立すし

」定道とと
当 いた江る、

院定契 。病に該 う。差

るに 第長め約 ）

鈴契よ
約り 条

院

告

示

一
二
二

る協

及す律 等

時当法 業

び
所を和 組

場者昭 同

に業合

な

を合 で

業適 者

事に る 務務

こでい

んて い

営し 差む院

江含び

立を及

道 木に調 の

院）搬

病。内 項

一す １

るを 第

係達 ５
の競物

隆般る



７
格

資資に有資格

約資資

平 格格係効格を

成 の ののる期は有

十 有有一間、す

四 喪 効効般の１る

年 期期競更の者

八 失が 間間争新

北 海

６

格再再に格

アイウ示資
り有

申 資中を企申よの

組し作効 請 格小有業請

業る合よ成期 の を企す

及

す等者又うし間 方

有
る協では法とた

道 公 報

５

う

提北北格再次行

資を

道査いこ

申 出海海審の
の の立保のずと 請 先道

申かで 事

名江健再れが

及病祉請由にき

称差福

第

４
審

中びて格申申

及め資

の

企業る査請請 小協い

方 等合き申

業組とのの

同あの期法

協に。請時

号

済

律て掲経

法いに

年つ
、る産

第はげ
当資業

が 第中要長 ）該格局 号
小件

月 は入に次

二 、札定の

十 資のめい

三 格落るず

日

にに

有決約か

を札契れ

と日る当

るの係該

す定

金

めでのる

認まもす

曜

申び

旨すあと

たとでこ

る業る請当

者同あ協す

期

当合も組者書該

の組
該の合は類
４提の

資企にで、を間

組るるの出更

格業限あ

し新

に
を）格のな手

係合。資

請れ

営除をを申け続

る
を。更す書ば

業く変有

院部該る
相）しる類な

る

行在立す

所道当。

び

引

け管で

な院者

わ地病
北北き

な続

ば室き

れ理

を

い道道格

な海海資

ら
当

合て期

組っ時

。檜札

格ば格該

法は及資れ資

３設方審な審提

第、び

なの先

条立法査ら査出
指

４際申い申の

第のの

に資はは示

号に請。請

げを平次よ

掲格、、に

条企は行 ３

る有成にり

用公 １等適官 第業、う

７
組な適 第
同し需 項

協
は合 に
又。組 号
合い格

協
組明 る

業証 げ
協の 掲

合を

日

めっ

通。たな

のるると

っ効き

あ有と

が、た

知

格

かの資

日間、

た期は

行う

のは失

１新を

ら更

な

続でた者のら

にわ。

るのそ出い

、あもで提

又格構の

併資の先。

合

をれ

譲有員ず

はを成い

よ者更に

にる変か

渡す

も該

承そた当

りでし、

よ

山幌得

し構の提

継の

区す

差央と

江中う

郡市
木条の

伏３も

字北る

町
丁資

町６、

戸西は

目格

掲作

査 地審 番

企す
組者８るし

業る年げ成
請申

合で月申た

あ
下もか類書

以る日書請

のらの類
提を 企が
組成ま先出

業構日出提

」ののいる

合員でのす

す 組
が有 業

と過間ずこ

いと

のる 合
次

か
れ。 下
ずき 以

る 」
す 合

当 組
該 業
に 協

る。

めい

定な

き い
と と

５

契

札証
保 札

入開開札
入入

成出

日場日は
金 保 札札
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者員先

た
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資指
札入

平借契北北電入

賃
成約海海話

洗条道道番執

項檜立号行札

北業を山江の

年

場場

２
請
申
再
の

海務示郡差

調達に

立調契納札

イ入
加

差量達を約入参

江数

と
院定る期場す

病予す

よ

う数しかに

い半にれ

１

）占け、り

。をなに

北

次 海

の平入ア 道

と成札調 立

に達調北 お 江

り年付を達海 差

一８すすを道 病

般月るるす立 院

にの
２ ）
、 。
は う

規に可

に格許

２資該
当

金免
、
証 する免

定係、

る
す
除

時所時
同

海道成とと。

北海平
同 道立
江差９。。

立江年じじ

院）日

病院３

差病月

所 道及す江病

び

立び場差院－及所

差内字日 － 江院所町

時北 病搬伏

海

務町檜

告業戸道

院送木

山

示
第等

郡

にむ差 地 号含江 番 ３を

間所者

の数物る
規。町

要

等の必

者等に

患量品
様成海な

の寝病仕平北
道資

病具衣

衣延延等

江

のべべ年立格

借

入月差 入

札１病 れ

説日院 に

事物る江
係組組明か

競 告

争日項品物差 示

入等品病 第

札の等院 ４

名のの 号

び等

下及称者

以称名患

との

」具

札量寝

入数の

に登

資業、

る営許

い借

に法を

件し等

要関録

格

さ

し規消

当のり

該令取
ると

こよた

いにれ

な定

る
よ時

に２

送後

郵午

と

はに

合送

場郵

一 、よ

二 郵る

三

定）字

、

号は

番合

便場

町

北格戸

る資木

すの伏

海を
道有

病と
差こ地 江る番 立す

に平

る書ら

者
患

の
院。

組よ成

１
１る

た月

当３

日。年

り

。れ

う入
価で

単ま

の日

１

実道る

を海係

）北に

病日

る差１

す江組

施立

き

単

鈴の
り

長た

院当

。

許
た免
っ、
な可。

と許
す

要
を

等
録

。登
き、

と
場

る

必
）

－着 及

木価

の
類
具

寝
の

等

北

て
い

お
に
合

道

隆海
北
び

、



入は

所のの細

ここ詳

イ

執札

のの入 在告札、

公

地容行説

内

北 海

入入わな算契

号問加ア
に

掲札札ずおし約名

に

消消合関

げ金書、、た

入に記費費計す

る額に

額事称

札係載税税金る

及るす等等

道 公 報

よ。っ契要そ

すにうあ

こ、書

特る）て約開

る

の とか作

例第札
の を
とつ成
要 第 めに さ、の 条 定時

る低否他 １ るお れ最

第

７８９

札交交札効

電否入落有

明付付の入 入説者な

子

の場方定を の書決札 札
否付所法法た

交方し 可

号

６
便郵電

郵
平等便報

成ににに
十よよよ
四るるる
年入入入
八

予、書

はは明

札札札

道

便話で開よ

郵電定公に

立

号号りる。

番番あする

寿 、。
変都 更 －
－す病 る －こ院 と 北

当１を

び消る抜相に務

額価額円担北

こ費金き

公及は格は未当海

の税

る立

告び、相、満す道

該端組江

に地消当当の

消税代数織差

定方費額

め

名院

る費等単金がの病

）請る称

入税に価のあ

札係

のきび

に以ると求と及

て 北の 項 規い
関下課す

規、 海価 の 則

に 和に 財で 定 昭２ 道格

規 務あ よ
定 北す 則も り 年定 規る

海る の

規格 和落 た 道資 昭を め
札 そ 則を

し 北と ぞ 第有 年者 れ

う

関の

に者

場、

る海海のち

す北北
でべ

項檜立所す

事道道
江病付の

郡差交て

山江
字。金

町る札

差院す入

伏額

月をは

二認認

十めめ

三るな

日

、
し

だ
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。い

金

度
再

曜

が

札
入

海告

檜り

道有

示

伏
字
町
差
江。

郡る

山得

町
戸
木

す税るとは所

にそ地

る消事こき、在

件税者。加の

条費業と

違」あす数

に等で算端

しいかこ額

反とるる金

入。税切

たう免とを

はの業費捨

札）事消り

無扱で等る

、取者税て

れ
予い ）道る の 号な 海す

則定者 第規。

の

第価
格 号し
た
入 号 第

の）、 以価 項札 。単 １

務 規の財 下
よの則 務 に限規 財 定制

木

規

）

町価

戸単
が

業
事
院
病
道
海
北 地、 番

の

日

。
い

な
め

認
は

３
地
番

年つ
て掲経

法 務資中以いに

企 代はげ済

格律 小 の下

要第

業 行中、る産 件等 者小当資業

あ相。

と企該格局 の号

すか額。

とる当）

効い
。
るをを

平る医者北実天

いる確
等

が成こ療で海に災

道

と法あ道納 行

でよ

う年。施る立入に

則 り範第
指８行こ寿

」 そ囲
２

例いで各

と の内条

令

資物の政政。

資次と

等第 ず第 格 品令 い
れ 要 のに

１

関
に
務
財

争品契

平資平競物
般る

入等

成格成
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８調度に種
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規
月達下参類

北

地定 海

に 道

よ
方
立

り
自
寿

、
治
都

一
法
病

般
施
院

第 同 し業中要長 特） 協

は行 ３ 組 て例等小件が

保同業、う 条 合 確協企

で組等適官 第 法

し需 項 昭 き合協用公 １

こと組な適 第 和 る」同
。組 号 年 とい合い格 ７
掲 律。は合 に 法 。う又

及業証 げ 第）協の

病る一

名月規と都きり

争日院こ時

競１則。
和患。に

入現昭のと的

者そ

札在
にに
すい厚の業

関お年等の

指引省具の

るて生寝務

を続第を行

名き令類遂

北が 停き

格類件該の の も 種条 条

北る２ １ す第 第 当４ ４
の に 海資海こ項 項 北の

定 立立。規 規 道格道と
る 都下都に す 寿以寿定
者 病病よ
な の格の競 で 院資院り

を期加は

日すにす、約
定平の

物い者に

るおる

者

等北必め成患

品てに

の海要る
資の８の

種道なも年等
具

寿格と月寝

類立
都はす
。にの

病、る日類

競
行

院

告

争
令
示

入 第

札
昭
３

に
和
号

者
第る

令す
政加

年参
以要
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号に
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小が有 業 ）
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業のる 合 ３

企次す 組 第
団いと 条
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組か 定

組 中
に該 業 る
織に 協 す

るる 」 企
すす 合 小

関当

さ年）道難

止２号海困

て上９寿な

れ以第立と

な具の病事

い寝条都る

院態 い類
と賃規が備

このに長に

及す定、

。貸定指え

準日該

洗基るに

びるす

こ 者と者入 い 患」患争
。 のうのへ と 等い等札

類加

具）具参

寝。寝の
さ

借除

賃排

のを

類

て

洗れ

締定般借

がに一賃
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北結め競
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務

立うの札業
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含

都すし公を

寿ととの

当をむ

病る、告
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院

な

るに海約

安め約北契

資
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いた
とめ
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政格
う。
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協
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条
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合
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の 道

と

資当

立 格２資該

平 お 寿 をに格許

成 り 都 有規に可

十 一 病 す定係、

四 般 院 るする免

年 競 告 者る営許

八 争 示 が資業、

北 海

６７

格資資に有資

ば資約資
は

らの格格係効格格

な

一間、の な有ののる期

期効効般の１

い効有有

失

間期期競更の
喪 。
及間間争新

道 公 報

申

次行格再再
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申 のう資中を企
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法と
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５
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資
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号

４

協い審

中びて格

及め資
申
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企業る査

小
同あの

協に。請

等合き
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三 ずに法を以

日

か当のり

れ該令取下

該な定さ札

にし規消入

当いにれ」

金

るとるとい

すこよたと

曜

とな可。。

こと許きう

のめ

当、札定
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旨すあ
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は
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当。の

る該の合
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資提
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資業
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所
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道
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都
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審な審す

寿

申い申と郡

のなのこ
り町

ははよ都

請。請に

成該わ新

平当行字

、、

び

法は及

合て期

組っ時

第の
条立法

３設方

第、
げを

掲格
に資

号に
４際

る有

日

許実

なた免を

とっ、）

と。登す

たき、施

っと
資要

、を

は等。

き録る

。に

う合

失場

をる

格す

が、

知め

通。た

のるる

かの

日間

た期

っ効

あ有
行

のは

１新

ら更

でよ

得続でた者に

にわ

う合るのそり

よ、あも

す又格構成

と併資の作

も譲有員た

るはを成し

はにる変請

の渡すを申

資りでし類

、よ者更書

審継のも提

格承そたを

提な栄

査し構の出

年出け町

８先れ
指な番 月のば

地

。

らよい

かにな

日示ら
り

間申

のた

でし

ま成

日作

あ
合で

組者
業る

企す
の
下も
以る

」の
合員
組成
業構
企が

６７８

、
て
い
お

と過

札便郵電札

入郵電否入

にに明 入 保等便報説

子

の の 金よよよ書 札 証に

る。

めい

定な

はるるる

４５

契

札

執札

札入入開開

入入

場日場日

の保 行札札札

け

再者員な

のた成し
場

申

賃

２３

請資れ

海海話

入平借契北北電

納札成約
洗条道道番 に

項寿立号

加北業を都寿

入参年

書

に請

場す海務示郡都

けを

な類

し
北寿数調達

立調契

アイ
予す

達海都量達を約

調

半

す立院定る期

を道病

１

）占
。を
う数
い

に達

成札調

平入

可

月るる

８すす

年付を

札札札否付

、入入入交
す

す認認関

除をはに

免

。い事

。るなる

るめめ

所

証

度
再

、
し
だ
た。項

日
び
及所時所時金

海道成とと

時北北海平
同同

海
道道立
都９。。

寿立寿年じじ

寿病院３

郡都病月

都寿
町
都院）日

場都院－ る道をす寿病

所者立含

必都。字－ に寿む所町

北要病）新

道資告資町

海な院の栄

立格示格
号す地 都３有番 寿第を

寿の数物

規こ

院にる

病

病者等

物都患量品間

る

の寝病仕平

等院等の

品
名患病具衣様成

のの
称者衣延延等

等のべべ年

の借

入月 寝入

札１ 具れ

説日

事物

借係明か 組組 のに

数
び
及

称
名
の
等

日項品

。
い

な
め
認
は

札
入

量

一
二
五

時

栄に２

新送後

字郵午

る
町よ

場郵

郵る

、よ

はに 地合送 番

。
定と

、

号は

番合

便場 院
病
都

寿
立

道
海

北
る

す １に平

入る書ら

者
患
の

に組よ成

れ
係１る

組た月

１当３

る日。年

１り
り

た価で

当単ま

日の日

院
病
都

寿
立

道
海

北

単
の 安

長

必
）

－着

び
及

価

の
類
具

寝
の

等

北

昭
博

達

道
海

北



規１ 北

地定 海

に平資 道

よ成格

方
立

及

自
り 紋治
、年び 別

一８調

法
病

般月達

施
院

を

行
競 告令
争日す 示

北 海

所のの細

契ここ詳

アイ

関告札、

に公入は

約名

説

る内執札

すのの入 在

事称地容行

道 公 報

に入入わな算

そ号問加
、た

札掲札札ずおし

開

に消消合 ののげ金書、

に入に記費費計

時る額

等等額

お札係載税税金

他及るす

第

９
有よ。っ契要

すにうあ
書

特 札効る）て約

る 落
入とか作

例第 者なこ、

のを

決札とつ成
要 第 め 定をさ、の 条 定
たる低否 １ る 方しれ最

法

号

交交

平
成付付
十
四場方
年
八所法

入る 第

札物

昭
３ 道

に品

和
号

参等 立

令す種

政加の

年

紋

者
第る類

別

。必
号に

病

下な
以要

院

に

を予、書

務はは明

資

話で開よ

担北郵電定公

す道番番あする

当海便
寿、。

る立号号りる。

組

変 織都

更
す － の病－

名院

る － 称
及こ
と び北

当１

てび消る抜相に

い

税額価額円

、こ費金き

満

に公及は格は未

２の

消当当の

規告び、相、

す定方費額該端

定に地

るめ消税代数

価のあ

資る費等単金が

を札係）請る

格入税に
すのき

有に以ると求と

則 者北の 項 規

し関下課

規 の海価 の
に 和 ち財で 定 昭 う道格

、務あ よ
定 北 べ則も り 年 す規る

海 ての

規 入和落 た 道 の昭を め
札 そ 則 札

額北と ぞ 第 金年者 れ

月
二
十北北

三海海の

日

交

都寿で

寿立所

道道場

寿病付

郡都

金

町る

都院す

曜

新
字。

政格北 告

」定道

令を海

示

病 う。別 いた紋

とめ立

第長 ）院 。

及

が

５

川 の
条

都得

地寿り

在道有

所海
町

栄
新
字
町
都
寿。

郡る

なす税るとは

とにそ

いる消事こき、

件税者。加の

者条費業
あす数 しに等で算端

の

額 入反とるる金 た違」
たう免とを 札しいかこ

財入。税切 、

の業費捨 務札）事消り
等る 則、取者税て 規は

れ

無扱で

号海す

第 価規。 予 ） 単道る の

）則定

が第価
格 号 、
北号 第

の）

道以価 項
海。単 １

院規の

病下
よの

業務 に限

事財 定制

の規

日

町
栄

４

の

雄 項
１

郁 第

地
番

びて格申

いに及め資

つ
げ済小協い審

て掲経中

の

、る産企業る査請 は

合き申

当資業業組との

年

３

地
番

該格局等

実天の下
法 確務資中以

第 企 海に災代
格律 小 北

要
業 道納等行中 件等 立入に者小

相。 第

紋でよと企 の号

効いあ

とる当）

。
各るをを

すか額。 条
政。道平る医者

といる
法あ

令 令が成こ療で

政

と 第 第行
う年。施る

指８行こ

の内

務」 そ囲

財則 り範

２

関例いで

にと

ず 格 品い

契資物の
資次 平入等
争品

に 要 のれ 等

に種

成札の

時 にす、

度加は

年参類

あの期

中要長協に。請

企は行組っ時

小件が同
法は及資

業、う合て期

協用公第、び格

等適官

立法査

同し需３設方審

合い格第のの

組な適条
合号に請

又。組４際申

証掲格、

協のに資は

は

同 別きりし業 特） 協

業

協３ 組 病る一て例等第

と的保同条 合 院こ時確

患。にで組第 法 の

のる」項 昭 者そき合１

の業こと第 和 等

の。う号 年 寝務とい７

行）掲 律 類遂。に 法 具
北が及げ 第 を

則。 の の名月規と 条 条

争日 ４ ４競１
札在和 ２ １入現昭 第 第
項 項にに

すい厚 規 規関お年 の に

指引省 に するて生 定 定

を続第 り 者名き令 よ る
競 で停き

す
当

約格類件該
も 種

な

業海こ

平の契北送北る

者道務道と

成患約海

の紋含紋

年等立を立。

具病。病

月寝別む別

８
にのののの

日類院）院

必め

てに定

い者に

おる
立資の

道なも

海要る

北

。

病、る

別はす

紋格と

組明げを平

締定
がに
院

合をる有成

が有企す

のる組者８

次す業る年

いと合で月

ずきあ

ら

か下もか

れ。以る日

にの

該企が
員で

す組成ま

当業構日

る合

海困びる

立と小業 ）

道難中協 号

別る業合 ３

紋な企組 第

病事団 条

長にの下 規

院態体以 に

が備組 定

定、に業 る

指え織協 す
関組 中

該る」 企

るにす合 小

す

さ年） 入 い止２号 争

日

て上９ へ とれ以第 札 こ
加

な具の 参

い寝条 の 。

い類

定 除

と賃規 排

このに を

基 て

びる れ

及す さ

。貸

準 い

洗

般借者格者

一賃患資患

競等等

寝下寝

争洗の以の

札業具具

入

」

公及の格

の務類資類

行内い

を院借と

告び賃
。

う搬洗う

しる
結め

海業業）

北送

る、
すし
とと

うの
よも

当

一に該

二定契

六

のの

約り
契よ
るに

め約

はい半に

きと過間

と」
占け

２。をな

、う数し

律い 等

時当法と 業

の）

びるう 協

及す

所を和 組）

場者昭。 同

に に業合

な

を合 で

業適 者

事に る 務務

こでい

んて い

営し 別む院

紋含び

立を及

道

係達
に調

院）搬

病。内

競物
般る

一す
るを



１ 北

次 海

の平入 道

と成札

当

立 該

平 に お 紋 許

成 り年付 別 可

十 一８す 病 、

四 般月る 院 免

年 事 競 告 許

八 争日項 示 、

北 海

７

資に有資格２資

約資資
規に

格係効格をに格 格
、す定係 の のる期は有

効般の１るする

有一間

資業

期競更の者る営

喪
失が 間争新

道 公 報

６

格再再に格資

イウ示資
有の

申 中を企申よの格

し作効有 請 小有業請り

る合よ成期効 の 企す組

間

等者又うし間期 方

業
協では法とた及

第

５

提北北格再次行

資をア
こ格

申 出海海審のう資

のずとを 請 先道道査い

紋健再れが有 の の立保

る

称別福申かです 事

名
及病祉請由にき

号

法
方

の
請

申

月 入 第 登

二 札 ４ 録

十 号 等

三 を以

日

り
取下

れ」

さ札

消入

金

とい

たと

曜

は入に次格に
。。

きう

めい件し

、札定の要関
該令

格落るずに法

資の
有決約か当の

を札契れ

係該な定

す定ににし規
こよ

と日る当いに

るの
めでのるとる

認まもす

あとな可

たとでこと許

請当

同あ協す申び

旨す

合も組者書該

組る業る

の合は類期

あ４提の

企にで、を間
し新

組るるの出更

業限

続

を）格のな手

合。資

く変有請れ

除をを申け

）しる類な

。更す書ば

道当。の

び院部該る者
資

地病る該

在立す当

所

き係

理引に

管で格

院者

海資業

北北き営

続る

室

行

紋札を相

道道格を

海

審提な

ば格該わ

れ資当
ば

なの先れ

ら査出け

な
は示ら

。請指な

い申の
にり。

次よい

、にな

日

す紋

施立

実道

を海

）北 っ、

川
及

長
院

。病

る別

通。たなた免

のるると

が、たき、

知めっと許
等

っ効き録

あ有と。登

の資要

日間、を

た期は

場

１新をる

ら更格す

か

行う合

のは失

な

でた者のら

にわ。に

。

るのそ出い

あもで提
ず

を成い

格構の

資の先

更に

る変か

すをれ

有員

のも該

そた当

でし、

者

市よ、

別幌得続
構の提

又

町央と併

緑中う合

市
３も譲

丁北るは

５区す

よ

番西はに

６条の渡

目
目格承

号丁資り

８６、

るし
げ成

掲作

査し

審継

の類
類書
書請

請申
申た

いる
のす
先出
出提
提を

７８

雄
郁

ずこ

報説

子 電札交交

電否入

方 の よ書 札 に明付付 入

て

めいい

定なお
るの場

５６

契、

る。
札

入開開札便郵

入入郵

保 札札札証にに

保等便

出

日場日はるる

金よよ

の

員先

成
３４

資指
話札入

借契北北電入

賃
約海海
立号行札

洗条道道番執

項紋

業を別紋の
場場

請
申
再者

のた
務示市別

２

調契納札成

イ入平

数調達に

す加北

量達を約入参年

に
れと

定る期場す海

予

、り
によ
か

達海別

達調北紋

調立

ア

可

るす立院

すを道病

を

関

はに

札否付所法

入交

認

場

なる海海の

めす北北
で

。項紋立所

い事道道
院す

緑病付

市別交

別紋

札札

、入入

証

５庶る

町

め

す認

除を

時所時金免
る 平
成とと。る

同同。 －
年じじた

９。。だ
度 道日再 海６、 北月し

立

所 及す緑病

び

び場町院－及所

内丁日 － 院所５

時北北 搬目

海

務８紋
道 業番道

海 送６

含緑
別 を市

紋 等号別
立

数物る道
。５
院 む町

病

別

等に紋

量品間所者立
院

寝病仕平北要病

の必
道資告

具衣様成海な

延延等

紋第

べべ年立格示

入月別３

札１病号

説日院に

患

物る紋の

組組明か規

等院等

等品病者

品物別
衣

称名患病

名ののの

の

入

数の借

び等の

及称者

務。

借係
のに
具れ

量寝

号
８

番
６
目課
丁

一
二
七

認 病１は 別後札 紋午入
め 院時

い 務分な 庶
合
場

る
よ

に
送 ）郵。 課

番会 資６棟 の目
別 ）丁

す
有号室 を８議 格

場
る

。よ とに こ送 る郵

よ成る

に平す

書ら定

合

北 る

紋

月立

３道

。年海

る

者
患

の

で院

ま病

日別

当
る日

係１
に組
れ１
入

価
当単
日の

１り
組た

１

は

）
着

必
、

は

単
の
り

た

類
具

寝
の

等

号
番

便
郵

、

道
海
北

び
及

価

の



資平入等

地定争品

規１

自よ成格成札の

方に平

に種 及 治り

度加は

法、年び年参類

般月達にす、

施一８調

行

をおる 令競
争日すい者に

北 海

海
北

立
道

ここ詳

北 のの細

見 公入は

病 告札、

院 のの入

告 内執札

示 容行説

道 公 報

入入わな算契

問加アイ

たに

札札ずおし約名所

額に消消合関

金書、、
税金る

に記費費計す在

す等等額事称地

係載税

る

第

よ。っ契要そ号

にうあ

こ、書掲

る）て約開に
の とか作げ

第札
の とつ成る

要札 第に さ、の入 条時

る低否他及 １お れ最

号

特 札効
る 落有

す

９
平例 者な
成を の入
十定 決札
四め 定を

年る 方し

八法た

物北必め

昭入るてに定

に品海要る

和札

の立資の

年参等道なも
はす

令す種北格と

政加
者病、る

第る類見

。

要締定

。必がに

号に院

資しる

下な結め

以
第 はは明

３ 予、書道

号

話で開よ

電定公に

立

号りる。

番あする

北 、。
変見 更
－す病 る
こ －

院 と

き当１を

消る抜相に務

税額価額円担北郵

費金

道番

及は格は未当海便

のる立号

び、相、満す

費額該端組紋

地消当当

方
消税代数織別

費等単金がの病－

税に価のあ名院

係）請る称庶
び課北

以ると求と及務

北のび 項い

下課すのき

道格の 規、 海価こ のて

務あ告 にに 財で公 定２

則も定 り定 規るに よ規
る のめ 定す

格 和落入 た資 昭をる め
札札 そを

し 北と関 ぞ有 年者に れ

規

月則 者

二の

十昭 う

三和 ち

日、
道 の

海 て
北 べ

年 す

金

則 札
規 入

曜

額
第 金

と

令を北うの

政格よも
、

とめ道すし

」定海と
当 いた立る

病定契 。見に該 う。北

るに 第長め約 ）

山契よ
係達 ５

口に調 の

約り 条

が告

り
有

示
税るとは所海

。
る

得

そ地紋

消事こき、在道

税者。加の別

費業とに

」あす数緑

等で算端市

いかこ額５

とるる金町

。税切目

う免とを丁

の業費捨番

）事消り６

扱で等る号

取者税て８

い 道るる のな 海すす れ
価の 則件 定者 規。条 予

違 格し 第に
た
入 号反

入 ）、 以た 価札 。し 単

務札 の財 下

無 の則 務、 限規 財は 制
規

日号
）
第 価

） 単
が

病の
道項
海１
北第
、号

を 第

のよ
業に
事定
院規

競物

保般る 項

一す １

る

４

の

審

中びて格申申

及め資

の

企業る査請請 小協い

３

等合き申

業組とのの

年つ
て掲経

法 務資中以いに

企 代はげ済

格律 小 の下

要第

業 行中、る産 件等 者小当資業

あ相。

と企該格局 の号

をを

か額。

る当）

い
平る医者北実天

いる確
等

が成こ療で海に災

道

と法あ道納 行

でよ

う年。施る立入に

則効 範第

指８行こ北

」と 囲

２

。

いで各る

とす 内条
令

資物の政政。

資次と

等第 ず第 格 品令 い
れ 要 のに

関例
にの
務そ
財り

の期法

協に。請時方

契

資当

合て期

組っ時

同あ

び格ば格該

法は及資れ

出

３設方審な審提

第、

のなの先

条立法査ら査
請指

４際申い申の

第の

に

に資はは示

号に請。

中要長 特） 協

掲格、、

て例等小件が 第 同 し業

う 条 合 確協企は行 ３ 組
組等適官 第 法 保同業、

で

し需 項 昭 き合協用公 １

こと組な適 第 和 る」同
。組 号 年 とい合い格 ７
掲 律。は合 に 法 。う又

及業証 げ 第）協の

病る一

名月規と見きり

争日院こ時

競１則。
和患。に

入現昭のと的

者そ

札在
にに
すい厚の業

関お年等の

指引省具の

るて生寝務

を続第を行

名き令類遂

北が 停き

格類件該の の も 種条 条

北る２ １ す第 第 当４ ４
の に 海業海こ項 項 北送
立を立。規 規 道務道と

見む見に す 北含北定 定

院）院り 者 病。病よ る

平の契

約

な ののの競 で

者
成患約

具
月寝

８の
年等

り

げを平次よ

にの
日類

掲作

る有成に

企す
組者８るし

業る年げ成
請申

合で月申た

あ
下もか類書

以る日書請

のらの類
提を 企が
組成ま先出

業構日出提

合員でのす

び組明 る
小が有 業 ）

中合を 協 号
業のる 合 ３

企次す 組 第
団いと 条

のれ。 下 規
体ずき 以 に
組か 定

組 中
に該 業 る
織に 協 す

るる 」 企
すす 合 小

関当

さ年）道難

止２号海困

て上９北な

れ以第立と

な具の病事

い寝条見る

院態 い類
と賃規が備

このに長に

及す定、

。貸定指え

準日該

洗基るに

びるす

こ 者格者入 い 患資患争
と 等等札

参

寝下寝の 。 の以のへ

具具

賃」排

の格を

類資類加

いさ

借と除

。て

洗うれ

競
般借
一賃

業）い

争洗
公及
の務

札業
入

一告び

二を院

八

いる

海業
北送
う搬

行内

れと

と過間ずこ

」のの

によ

う数しかに

い半に

と 業

）占け、り

。をな

は う 協
律き い 等
法と

にの

和２ 組）
昭、 。 同
合

びる

業適及す

事に時当

んて所を

営し場者

を合 びで

及者

務る

でいに業

立を
道務

搬こ

内い

院な

院）
病。

見む
北含



１

と成札調

の平入ア

次

平 に達調北 お

成 り年付を達海

十 一８すすを道

四 般月るるす立

年 事物る北 競

八 争日項品物見

北 海

北 ７

海
道 資資当

立

格
資格２資該

北 格をに格許

見 の は有規に可

病 、す定係、

院 喪 １るする免

告 の者る営許

示 失が資業、

道 公 報

６

再に格資資に有

示資約
期

申申よの格格係効

再

有一間 請請り有ののる

期効効般の のし作効有

うし間期期競更 方
よ成

法とた及間間争新

第

５
格再次行格

資をアイウ
有業

申 審のう資中を企

を企す組 請 査いこ格小

れが有業る合 の のずと

は

申かです等者又 事
再
請由にきる協で

号

保

先道道

出海海

提北北
病祉

称見福

名北健

の立
及

月 入等品病

二 札の等院

十 名のの

三 以称名患

日

び等

下及称者

」具

札量寝

入数の

金

い借

との

曜

。れ

う入

第 に次格に登

４ 定の要関録

号

るずに法を

めい件し等

約か当のり

契れ該令取

係該な定さ

ににし規消

もすこよた

る当いにれ

でこと許き

のるとると

す申びは入

あとな可。

者書該資の

る請当、札

、を間を札

は類期格落

の出更す定

４提の有決

し新るの

申け続認ま

のな手と日
旨す

書ばたと

請れめで

る業

該る者同あ協

類な

合

す当合も組

当。の組

る該の

で格業限あ

者資企にで

き係合。資

引に組るる

き営除をを

続るを）格

格を。更す

資業く変有

所道

び院部

を相）しる

け管

な院

わ地病

行在立
海海

ら北北

な
ば室

れ理

。北札

い道道

な

日

道１

実海る

を北係

）に

。見日

る北１

す立組

施

口価
単

山の
り

長た

病当

許

たなた免

るとっ、

及

と。登

、たき、

めっと

間、を

期は等

効き録

有

場

新をる

更格す

の資要

のる

わ。に

行う合

は失

が

出い知

提な通。

のら
れ日

ずた

いっ

のあ

先。
当の

、１

にら

かか

もで

得続でた者

提に

該

資の

う合るのそ

よ、あ

るはを成

す又格構

と併
る変

の渡すを

も譲有員

資りでし

、よ者更

はに
構の

審継のも

格承そた

栄央
高中

市市
見幌

査し

目西
丁条
１３
町北

西区

海
北
び

号
２目
番丁
１６

す

８９

道

保

特 札交交札効
る 入落有

を 明付付の入
例 説者な

お

の場方定を
定 書決札

５６７

、

。て

いい

な
開札便郵電

入入郵電否

ににに入 保等便報 札子
るの 金よよよ 保札 札証

のる

先め

出定

日はるる

４
指契

執

海話札入入開

北電入

北の

立号行札札札

道番
場場日場

申
再者員

のた成

見

賃

２３

請資

納札成約海

入平借契北

調契

洗条道 達に

項北

加北業を見

を約入参年

イ

る期場す海務示市

す

定

病予

見量達

北数調

立

所法法た
る 交方し

め 院

関の
則 に者

規 付

う
和 る海海のち

昭 す北北

事道道場、

見北でべ
年 項北立所す

高病付の
海 市見交て

北
則 西る札

規 栄院す入
道

札札札否

、入入入可 証

め

す認認

除をは

時金免
るめ

じた。

同。い

と。るな
度

再
、

し

。だ

所

院及所時所 － 病

び
日 －
時北北海平

海海道成と
同 道道立

見北見９。

北立北年じ

市見病月
午 西

栄院）日 高病院

立び場栄

物る道及す高

等に北院所西

品間所者
北要病搬１

の必見内町
目

様成海な院送丁

仕平
道資告業 等

北第等番

年立格示務１

病号含号

入月見３を２

か規。

説日院にむ

札１

の寝病

等
者
患量

の数

明

借
のべべ

衣延延

病具衣

入
れ
に

１額
第 町。金

係組組

号 丁
番）
第 １価

） 目単

２が

号、号

一 北第

二 海１

九

札
入

事定
院規

病の
道項

送後 町郵

。
い

な
め

認
は

目よ時 丁に１ １
番場分 １る

よ 郵に 、送 号は郵 ２合

書ら定）

合 号場 番る 便

北格

よ成る資

に平すの

る
月立す

３道有

。年海を
北る

の

で院。

ま病と

日見こ

り
た
当

日
１

組
１

る

者
患

そ
財り

のよ
業に

価
単
の

は

関例
にの

務

、
必 －

着
）

の
類
具

寝
の

等

北



１
成札の契

資平入等
争品

に種

格
及

す、

調度加は

び年参類

達に
すい者に約

をおる

北 海

規 北

地定 海

に平 道

よ成

方
立自 詳

り 羽治 細

、年 幌

一８

法 は

病

般月

施 、

院行 入

競 告令 札

争日 示 説

道 公 報

のの

な算契ここ

加アイ

、たに公入

おし約名所

計すのの 在 消合関告札

称地容行

税金る内執

費
等額事

第

開に入入わ

契要そ号問

金書、

札 書掲札札ず

約

時 成る額に消 のの 作げ
札係載税

に の入に記費

否他及るす等

お 要

号

る）て

よ。っ

にうあ

平第 こ、

成とか
十とつ 条 四

第 さ、
年

１ れ最
八

物北必め

るてに定

る低

も成。

品海要る平のむ
）
患 等道な

者 の立資の
す８約
等 種羽格と年契

寝 病、る月
の 類幌は
。具 院

め一の 締定に類 がに日

しる般賃

結

入 第

札
昭 明

３ 書道

に
和
号 に
よ参 立

令 。す
政 る加

年

羽

者
第る

幌

。必
号に

病

下な
以要

院

１を予、

相に務はは

資

開

額円担北郵電定公

当

番あす

は未当海便話で

立号号りる

、満す道番

該端組北、。

当のる

変 代数織見

更
す － 金がの病－

のあ名院

る － 請る称

求と及こ
と のきび北

こ費金き

てび消る抜

い
公及は格

２の税額価

、
に地消当

規告び、相

に
るめ消税

す定方費額

定
格入税に価

資る費等単

を札係）

し関下課す

有に以ると

項 月

の 北の

二

規 海価

十

定 道格

三

に 財で

日

の 定
則も り
規る よ 務あ

た
昭を め

金

札 そ
和落
れ 曜

北よも競借

北と ぞ
年者

海うの争

道とと入洗
公
業 羽る、の

立すし札

当
定契を
及 病に該告

務 幌

るにう院 長め約行
び 院

送 約り海搬 佐契よ北内

係達立業

藤に調道

政格 告

」定
令を

示

第
）
。
う。 いた

とめ

が

５
の

条

り

き、在道有

とは所海
市る

加の見得

にそ地北
西

る金栄

す数高。

算端
切１

とを町

こ額

番

税て１

費捨目

消り丁

なす税る
等る

者条費業と

いる消事こ
あ しに等で

の件税者。

しいか 入反とる た違」
事 財入。税 、たう免 札
、取者 規はの業 務札）

れ

無扱で 則

日

則定
規。 予

道る の
海す

格
第価
号

の
下）

以価
。単

るを羽務

規の
務限
財制

含

卓般る病を

一す幌等

４

競物院

請 審出海

格申申提北

資

羽

のののの立

査先道 請

の
項

１
第

申名

年つ

経中びて

法 以いに及め

はげ済小協い

律 下て掲

第
中、る産企業る

小当資業業組と

。２

企該格局等合き 号

３

を
額。
当）号

相
者北実天の

る確務資中
企 療で海に災代
格小 医

者件業 法あ道納等行要

でよとの等 施る立入に

効いあ 第

行こ羽

とる

２

。
各るを

すか 条
政政。道平る

資次とい
と 格令 い令が成こ

の

第 ず第行
う年。 れ

指８ 要に

いで
と内
」囲
則範

請称幌 時方

の
等

品

資物

期所

時び院

の期法及病
地海

及資れ資のば在北

審示ら道

び格ば格指な

法査ら査にな苫

方審な
申り。郡

のなのよい前

は成幌

請。請作羽

申い

長協に。 ）

、、し町

は

等小件が同あ 第 業中要

合て 条 協企は行組っ ３
等適官法は 第 同業、う

設 項
合協用公第、 １ 組

な適条立 第
」同し需３

号
い合い格第の ７
と組

合号に に
う又。組４際

格 げ
）協のに資 掲

。は

幌きりし特
協

及業証掲

則。病る一て例
同 規と

合 院こ時確

組

患。にで

法 昭のと的保

和

者そき昭

厚の業こ

和 年等のる

法 省具の。

年 生寝務と

北が

第 第を行

律 令類遂

該競１ の の も名月 条 条

入現 第 第 当争日 ４ ４ 件

にに 項 項 る札在 ２ １ す

すい 規 規 と関お の に こ
る指引 に するて 定 定 。

き 競 でを続 り 者名き よ

業海

北送北

格類
種

な停

羽を羽

立等立

道務道

海

の

院。院

病む病

幌含幌

成に申町

平次た栄

の）

掲請
申を

８る類地

年げ書番

請提

月

こ

らのる

か類す

日書出
提

る

でによ

ま先に

日出と

合をる有 協
び組明げを

業る 組
小が有企す 業

中

で

業のる組者 合
企次す

団いと合

体ずきあ 以
組か下も

のれ。以る 下
織にの 協
関当業構 組

に該企が 業
るる合員 」

すす組成 合

号海困
な第

第立と）

）道難号

の病事条

条幌る３

９羽
院態に

えす

規が備定

に長に規
中

す定、る

定指

準日該企

基るに小

るす

以 札 こさ年 入 い止２ 争
参

い寝 の 。て上 へ とれ
賃 排

この を

い類 加

な具
洗 て

び れ

及 さ

。貸 除

と

い

の

等格等

者資者

患の患

の
類類

具下具

寝以寝

の資

一賃格

三借」

〇と
う

洗い

該わ

間当行

の、り

業。

け先れ

な出け

し提な

に

律きと過 い
法と」の と
はい半 う
和２。を ）

昭、う数 。
にの）占

る協

適及す等

に時当業

て所を組

し場者同

合び を で

業 者

事 る

いに業合

び
及

務）

こで
ん い

営 な

搬
内
院



調立

アイ

平 達調北羽数調

成 を達海幌量達

十 すを道病予

四 るす立院定

年 物る羽の数

八 品物幌患量

北 海

１ 北

次 海

の平入 道

と成札

当

立

に

資該

お 羽 格許

り年付 幌

一８す

に可

病

般月る

係、

院

事

る免

競 告 営許

争日項 示 業、

道 公 報

７

資資に有資格２

約資資
有規

格格係効格をに 格

間１す定 の ののる期は

効効般ののるす

有有一

者る

喪

争新に失が資

期期競更

間間

第

６

格再再し格

アイウ成資
申有

申 資中を企申たの

組し請効 請 格小有業請

業る合よ書期 の を企す

及

す等者又う類間 方

有
る協では法とを

号

５
申 審のう

格再次行

資を
れが の のずと 請 査いこ

請由にき

申かで 事
再

月 等品病者

二 の等院等

十 名ののの寝病

三 称名患病具衣

日

等のべべ

及称者衣延延

数の借

び
量寝入
具れ

金 のに
借係組組

曜

入

れ１
入る

第

札

に登

４ 関録

号 し等
のり

令取下

法を以
と

にれ」

定さ札

規消入

。。

許きう

るとい

よた

札めの要

は入定次格
可

落契ずに

資のるい件

、
決にか当

を札約れ該

格
のる該な

す定係にし

有
まのすこ

と日も当い

る
とあこと

めででると

認

協す提び

旨するとな

た

の組る業る出当

者同あ

はな期

当合も組者し該

該の合

４れの

資企にで、け間

組るるのば更

格業限あ

な新

に
を）格のら手

係合。資

請い

営除をを申な続

る
を。更す書。

業く変有

す
当。

該る
相）しる類 を

格
資

き
続

き
引

で
者

る

日

組た
１当

る日
係１

に組
の
り
た価
当単
日の
１り

道

免を海

、）北

及
価
単

る幌

登す羽

、施立

許実

佐

す
要長

を院

等。病

録

のるたとっ
に
合藤

場
る

き

知、っと

通。めなた

っ期き

あ効と。

が有た
格

か更資

日の、

た間は

わう

の行失

１はを

ら新

で提

続でた者の

にな。

の先

合るのそ出

、あも

はを成、

又格構に

併資

変提

渡すを該

譲有員当

りでし先

よ者更出

にる

の示

継のも指

承そたの

の
も
る

す
と

う
よ

得

し構

道
海
北
び

査
審
格
資
、
は

すにうあ

９
効る）て

る 落有よ。っ
か

例第 者なこ、

特 交札
付の入と を

決札とつ

卓

い
お

方定をさ、 条 定

６７８

、
て

子 便郵電札交

郵電否入

ににに明付 入 等便報説

るるの場 の よよよ書 札

５

契
る
め。

定い

る

札証
保 札

入開開札
入入

成に

日場日は
金 保 札札

り

者員よ

た

３４

資作
札入

平借契北北電入

賃
成約海海話

洗条道道番執

項苫立号行札

北業を前羽の

年

場場

２
請
申
再
の

海務示郡幌

約入参

達に

調契納札
入

す 第 め る期場す

す加

を

法法たるべ １ る 方しれ

の海の の 則 者北て 項 規

規 う道入

務金 に 和 のち財札 定 昭

場、よ

北 でべ則り 年 所す規額

海 交て単 定

入和） た 道 付の昭価 め
が そ 規 す

則 る札

札札否付所

入入入交 可

す北北

認認関

をはに

札

事道道

るなる海海

めめ
だ前羽

た。項苫立

。い

庶

再幌院

、羽病

し郡幌

除

時所時金免
、
証

度町

る
す

）成にに。

北－課平

海

同同 道

月

羽北９。。

立年じじ

１前
院苫日

病道３

幌海

所 道及す羽病

び

立び場幌院－及所

内栄務日 － 羽院所町庶

幌

時北 病搬町課

海 院送
等前

示務地苫

告業番道

にむ幌

号含羽

３を郡

第
に

品間所者

物る
規。町

成海な

仕平北要

の必

等

道資

様
等

羽
年立格

か
説日院

札１病

入月幌

北低 ぞ 第 。金年最 れ

明

額

れ 号海の

第 価規格 予 ） 単道価 の

）則で 定

が第あ 価
る 格 条 、

一 北号も 第

三 海。の 単 １

一

病下落 の）

道以を 価 項
院札 規の

町課

入栄務

事財者 定制

札
は

階郡午

。
い
な
め地

認番

栄
室町時

議幌２

会羽後
送

郵町郵

送
北場

るる

よ地よ

に番に

、立、

は道は

合海合

場

すの町

定）栄

る資
立す

道有
海を地

北格番

患
の
院。

病と
幌こ

羽る

よ成
に平

書ら

者

る
月

３
。年

よの

業務と に限

で
ま

日

そ囲

財則る り範

の規す

例いで

にと の内

務」。

番病）

便幌着

郵羽必

関

庶
号院
務 の

類
具

寝
の

等



種
札の契資物

入等
争品

す、の 加は等 参類

品 に

種

者に約格類

る

北 海

規１ 北

地定 海

に平資平 道

よ成格成

方
立自

及 り 釧治
、年び年 路

一８調度

法
病

般月達に

施
院

をお

行
競 告令
争日すい 示

道 公 報

名所のの細

ここ詳

アイ

のの入 在告札、

公入は

称地容行説

内執札

第

に入入わな算契

号問加
に

札掲札札ずおし約

開

消合関

のげ金書、、た

記費費計す

時る額に消

札係載税税金る

に入に
及るす等等額事

お

号

約
契要そ

平書
成の 作
十成

四の

年要

八

契北送北

必め
に定

否他

成患約海業海

要る平の
者道務道

なも
資の

釧含釧

格と年等立を立

る月寝路む路

はす８の
具病。病

、
。

のののの

に日類院）院
格者

め一賃患資患

定に

る般借者

入るて 第

札物北

昭
３

に品海

和
号

種釧

政加の立

年参等道

者病

第る類路

令す

結

以要締

。必が

号に院

予、書

はは明

資し

下な

道

話で開よ

北郵電定公に

海便立

号りす。

道番番あとる

立号釧 羽、る
変。 幌路 更 病－
－す 院病 る －こ院 と 北

を

てび消る抜相に務

い

額円担

、こ費金き当１

は格は未当

２の税額価

告び、相、満す

に公及

組

定に地消当当のる

規

代数織

す定方費額該端

るめ消税

あ名

資る費等単金がの

）請る称

格入税に価の

を札係

きび

有に以ると求と及

し関下課すの

月
二
十
三
日

金

曜

も競等等

寝下寝

の争洗の以の

し札業具具

と入
公及の格

、の務類資類

を院借と

該告び賃」

当
約行内い

契

。

にう搬洗う

務務

り海業業）

よ北送

達立を及

調道

道と

令を海う

政格北よ

いた釧る

とめ立す

」定

め ）院定 。病に う。路

る 第長
原契

が

係 ５

田に の

約 条

海告
苫り

道有

示
町
栄
町
幌
羽。

郡る

前得

なす税るとは所

地
番

そ地

いる消事こき、在

者。加の

者条費業とに
数 しに等で算端

の件税
反とるる金 た違」あす

免とを 札しいかこ額 入
財入。税切 、たう
の業費捨 務札）事消り
等る 則、取者税て 規は
無扱で

日

。内

す路む院

を釧含び
５

物院）搬

る病

海海審

申提北北格再
資

保の請 先道道査 請申 出

る 第

名釧健再の のの立

４

の競

之般 項

一 １

英

経中びて格申

に及め資
る査請 げ済小協い審

掲
業業組とのの

る産企業

年つ

３

格局等合き申

資

の下て
法 確務資中以い

企 に災代は

格律 小 実天

要第

業 納等行中、 件等 入に者小当

相。 第

でよと企該 の号

効いあ

とる当）

。
各るをを

すか額。 条
。道平る医者北

といる
あ道

令が成こ療で海

政

と法 第行
う年。施る立

指８行こ釧

２
ず第 格い令

の政

資次
れ 要

祉請由

称路福申事 方 に

在立

所道

び院部

法及病

な院

格該わ地病

資当行

の先れ理

査出け管

審提
ら北北

請指な

申のば室

。請時

、にな海海

は示

件が同あの期

要長協に

、う合て期

は行組っ時
び格け

適官法は及資な

需３設方審れ

用公第、

のな

な適条立法査ば

し
。組４際申ら

い格第の

のに資はい

合号に請な

業中 特） 協

証掲格、。

一て例等小 第 同 きりし

条 合 こ時確協企 ３ 組 る

で組等 第 法 と的保同業

。に
る」同 項 昭 そき合協 １

業こと組 第 和 の
。う又 号 年 務とい合 ７

）協 掲 律 遂。は に 法 の
が及業 げ 第 行

則。病 の名月規と路 条

争日院 ４競１
札在和患 ２入現昭の 第

者 項にに
すい厚の 規関お年等 の

指引省具 に

るて生寝 定

を続第を り

名き令類 よ

北 競停き

１ す第 当４ 件該の も条
る
す

定 。規 とに こ項 る

釧札

次よい道道 な
で

者

成市市

掲作路幌

にり。

区

申たヶ央

るし桜中

げ
書丁３

書請１北

請申岡
６

提を４西

の類目条

類

丁

出提番

先出

有成

明げを平

のす号目

をる
有企す

で月

る組者８

す業る年

と合
きあ

のら

下もか

。以る日
日

組成３

業構月

企が９

合員

困び組 る

と小が 業 ）

難中合 協 号

る業の 合 ３

な企次 組 第

事団い 条

にのれ 下 規

態体ず 以 に

備組か 定

、に該 業 る

え織に 協 す
関当 組 中

該るる 」 企

にすす 合 小

さ年）道 入

止２号海 争

て上９釧 へ

れ以第立 札

な具の病 参

い寝条路 の

院 加い類
と賃規が 排

このに長 を
れ

及す定 さ

。貸定指 除

準日 い

洗基る て

びるす

。
と

こ
い

一
三
二

によ
かに
れと

ずこ
いる

半の

と過で

」のま

、り ）占し

。をに

う数間

い

す律き い 等

当法と と 業

るは う 協

を和２ 組）

者昭、 。 同

にの 業合

び で

業適及 者

事に時 る

んて所 い

営し場 な

を合

こでいに



立調契

イ

平 北釧数調達

成 海路量達を約

十 道病予す

四 立院定る期

年 釧の数物

八 路患量品間

北 海

１ 北

次 海

の平入ア 道

と成札調 立

に達調 お 釧

り年付を達 路

一８すすを 病

般月るるす 院

事物る 競 告

争日項品物 示

道 公 報

７

有資格２資該

約資資当
可

係効格をに格許 格

に

定係、 の る期は有規に

の１るする免

一間、す

、

競更の者る営許

喪 般

失が資業 争新

第

６

格再再に格資資

ウ示資
のの

申 を企申よの格格

作効有有 請 有業請り有

合よ成期効効 の す組し

間

者又うし間期期 方

る
では法とた及間

号

小

のう資中

次行
をアイ

が有業

ずとを企

いこ格

にきる協

かです等

れ

月 病者等

二 院等の

十 のの寝病仕平

三 患病具衣様成

日 者衣延延等

等のべべ年

の借

入月 寝入

札１ 具れ

金 説日 のに
借係組組明か

曜

等品
れ１に平

入る書ら

入 第

札の等 ４

名の 号

び

下及称

以称名

登

。
う

い
と

」
札量

入数

定の要関録

入に次格に
に法を

のめい件し等

札

り

札契れ該令取

落るず

ににし規消

決約か当の
いにれ

の係該な定さ

定

と

まもすこよた

日る当

でこと許き

でのるとる

申びは
すあとな可。

と
資

る業る請当、

あ協す

合は類期格

も組者書該
提の有

にで、を間を

の

る

るるの出更す

限あ４
し新

続認

）格のな手と

。資

た

変有請れめ

をを申け

同
しる類な旨

更す書ば

す当合

当。の組

該る者

る該
合

引に組

で格業

者資企
業く

き営除

続るを

き係

を相）

格を。

資

日 に組よ成

係１る

組た月

１当３

る日。年

１り
り
た価で

当単ま

日の日

実道

を海

）北

及
価
単
の

長
院

。病

る路

す釧

施立

なた免

るるとっ、

田
原

、たき、

めっと許

。た
期は等

効き録

有と。登
る

更格す

の資要

間、を

。に

行う合

は失場

新を

で提な通

た者のらの

わ

の先。が

のそ出い知

も

日

員ずた

成いっ

構のあ

、１

更にら

変かか

をれ

た当の

し

、あ

得続で

の提に

も該

す又格

と併資

う合る

よ

る

の渡す

も譲有

るはを
承そ

資りで

、よ者

はに

海
北
び

査し構

審継の

格

道
よ。っ契要そ

すにうあ
第 こ、書

特る）て約

る
とか作

例

の を
とつ成

７８９

之
英

さ、の 条 定

札交交札効

電否入落有

明付付の入 入説者な

子

の場方定を の書決札 札

５６
、

。て

いい

なお

入開開札便郵電

入入郵

札証ににに

保等便報 札

るるる

金よよよ 保 札札

のる

先め

出定
日場日は

３４
指契

海海話札入

契北北電入

立号行札

条道道番執

約
を路釧の

項釧

場場

申
再者員

のた成
示市路

賃

２
請資

納札成
入平借
洗 に

場す海務

加北業

入参年

低否他 １ るれ最要 第 め

規 海価 の 則北の 項 規る
務あ に 和財で 定 昭道格
よ

海の 定 北則も り 年規る
札 そ 規和落 た 道昭を め

則

否付所法法た

交方し 可

う

関の

に者

場、

る海海のち

す北北
でべ

項釧立所す

事道道
桜病付の

市路交て

路釧

入入

証

岡る札

ヶ院す入

時所時金免札札札

、入
るめめ

す認認

除をは

同。い

成とと。るな

平
同

し

９。。だ

年じじた。
度

日再

６、

月

所

場ヶ院及所 － す桜病

び

１日 － 所岡

時北北 丁

海
道 ４道－ 海 目

立 番釧
路釧

道 院 ヶ海 病 桜北 路 号市

院

所者立び

る道及

立 岡

送

北要病搬

必路内

に釧
格示務

道資告業

海な院

病号含

路３を

釧第等

立

ぞ 第年者 れ

規。

院にむ

北と
れ

規。 予 ）道る の 号海す

則定 第
第価
格 号

一 号 第

三 。単 １

三

規の
下 の）

以価 項

目
丁額

１。金

財 定制

）

番価

４単

入

事
院

病
道

海
北

、

号が

め

時認

２は

後札

午
合

場
る

よ
に。

送い

郵な

会 目路 階 丁釧 ５ １

、
は

） 室 番院 議 ４病

号

の
定）

合
場

る
よ

に
送

郵 す
道有
海を

北格
る資
す

の
院。

病と
路こ

釧る
立

り範
規 よの
務 に限

者
患

例いで
と の内
」 そ囲

則

は

）
着

必

関
に
務

財
の

業

類
具

寝
の

等

号
番

便
郵

、

の



２
格 品い令

資物の政

資次

等ず第
れ 要 の

格類件該の も 種条 に

北 海

規１

契

に平資平般る

定一す
争品

よ成格成競物

及 り

調度札の

、年び年入等
参類

般月達下に種

一８

を期 競
争日すに加は約

道 公 報

北

地 海
道方
立自 ここ詳

苫治 のの細

小法 公入は

牧施 告札、

病行 のの入

院令 内執札

告 容行説

第

所

入わな算契

問加アイ

、、たに

札ずおし約名

費計す在 に消消合関

書

事称地

載税税金る

記費
す等等額

号

開に入
号

平札掲札

成のげ金
十時る額
四に入に
年お札係
八

搬北る１ す第 当４ 及る

の。海送海こ項 院む北

立。規 患）道業道とに

等約苫を苫定 者契立務

寝牧む牧る の小含小す
な 院）院 具で 病。病者
こ 患資患 のい ののの 類

入るおす、

に品て者に平

札物いる

参等北に定成

加の海必め

立なも８

す種道要る年

者苫資の月

る類

に小格と

要病、るに

必牧はす日
。一

資北がに般

な院

示昭 はは明

第 予、書道和
３ 定公に

立号

政 あする

年 で開よ

苫

第 、。

令 りる。

小 変

号 更牧

る

。 す

病

と

下 こ

以

院

金き当１を

る抜相に務

便話

額価額円担北郵電

す道番番

は格は未当海

当のる立号号

、相、満

費額該端組釧

消当
税代数織路

－ 等単金がの病－

に価のあ名院

－ 係）請る称

ると求と及

課すのきび北

い

月てび消

二、こ費

十２の税

三に公及

日

消

す定方

定に地

規告び

資る費

るめ

金

を札
格入税

曜

者格者 賃 し関下

有に以

。 等等 借と

の以の

具具

寝下寝 洗
及賃」

務の格

業類資類

院い び借と
。 内洗う

格海締定競

務 送

業） 搬

定立しる入

を道結め争

た小うのの

め苫よも札
を

病すし告

。牧とと公

当行

院る、
約海

常定契北

に該う

長

契よ立

松るに道

め

政 が
告

」 り

令 有

示

第
）
。
う 。い る

と 得

５
の

条

き、在道

税るとは所海

の路

業とにそ地釧

事こ
す数桜

で算端市

者。加

１

かこ額岡

るる金ヶ

あ
税切丁

免とを
て番

業費捨４

事消り目

者税

で等る

日なす
等

の件税

者条費

いる消
しい 入反と た違」 しに

務札） 財入。 、たう 札

及 業

無扱 則、取 規はの

５
含内
院 を

び 務
北格再次行格

資をアイ
小有

申 海審のう資中を

とを企す 請 道査いこ格

再れが有業る の 立のず

達牧

に調小

和約り苫
苫

４

るを病

則係

出

びて格申申提

及め資

の

業る査先 請請 協い審

第
合き申名

組とののの

３

の
項

１

年つ
て掲経中

法 資中以いに

第 企はげ済小

格律 小下

要
業中、る産企 件等小当資業業

企該格局等 の号

か額。

る当）

あ相。号

をを
医者北に天の

いる所務

成こ療で海確災代

平る
と法あ道実等行
よと

年。施る立にに者

効い 第

８行こ苫納

と
。
各る
す 条

う

第行

令が

政。道
と

指

協で

小申かです等者 事

る者同あ

牧請由にきる
合も

院当。の組る

病該

北る該の

す当

道で格業限

海者資企に

小き係合。

苫引に組る

市き営除を

牧続るを）

。請称 時方

双資業く変

所

っ時び

あの期法及

に

地

は及資れ資提在

て期
審な審す

、び格ば格出
のこ

立法査ら査る

設方

請に

際申い申と

ののな
、、り

資ははよ

に請。

同業中要長協 特） 協

格
組 ３ 組 例等小件が同 第
業、う合 条 合協企は行

組等適官法 第 法同

需３ 項 昭合協用公第 １
と組な適条 第 和」同し
組４ 号 年い合い格第 ７

律。は合号 に 法う又。
業証掲 げ 第）協のに 掲
及

で一て

月規と小入りし

日病き時確

１則。牧
のこにで

現昭院る的保

患とそき

在和

に

厚等業こ

お年者。のる

省寝の。

て生の務と

い

が

続第類行

き令具遂

引

を き
札 ２入 第争 ４競 の名 条

指 に

る 定す 規関 のに 項

格を。更

停 競

を り

名 よ

得続でた

町を相）し

葉

う合るの

丁よ、あも

３

を

番す又格

７と併資

目

の渡す

号も譲有

３るは
そ

資りで

、よ者

はにる

有成該わ

を平当行

格承

提な す

のば

者８先れ

る年出け
指な

で月

あ

よい

もかにな

る日示ら
り。

のら

が
員でし

成ま成

構日作

び組明げ る

有企 業 ）
中合をる 協 号

合 ３
企次す業 組 第

小が

団いと合 条
業のる組

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小

道と

年）海難

２号北困

寝条苫る

上９立な

以第

牧態

具の小事

類

長え

賃規院備

のに病に

及すが、

貸定
準す該

洗基定に

びる指

い の

て へ

れ 札

さ 入

止 争

こ を

い 加

な 参

一と 排

三。 除

四

査し構

審継の

い
て

れ
さ

申
再者員

のた成 に請

過間申

ののた

請資 占けを

をな類

数し書

半

律きと い 等
法と」 と 業

はい う 協
和２。 組）

昭、う 。 同

にの） 合

時る

業適日す

事にる当

んてびを

営し及者

を合

こ
い

な
で

者
る

でい場業



類

２３

契納札成賃約

入平の契

調

平 借条 達に

成 を約入参年項

十 す加北洗を

四 示 る期場す海

年 物る道業す

八 品間所者立務場

北 海

１

北立数調

札調道

入アイ

付を達海苫量達

に達調
す立牧定

すすを道小予

院量

事物る苫病数

るる
項品物小

道 公 報

北

次 海

の平 道

と成

当

立 ２資該

お 苫 に格許

り年 小

一８

規に可

牧

般月

定係、

病 する免

競 院 る営許

争日 告 資業、

第

６７

資資に有資格

資約資資
有

の格格係効格を 格

格

間、す の 有ののる期は

効効般の１る

効有有一

が

間期期競更の者
喪 期

失 及間間争新

号

な

申 企申ら

再再な

ウば

合よ。 の 組しい 請 業請

は法と

又う 方

月 等に苫及所

二 の必小び

十 仕平北要牧院

三 様成海な病内

日 道資院搬 等

苫示業

年立格告送

札１牧３等

入月小第務

金

明か院に含

説日病号を

曜

牧の

に平定。

書ら規む

院者寝病

の等病患

等品

延延

称名の等具衣

名の

衣

び者病べべ

及称患の

数等

量のの
寝借

入係
借に

のれ組組 具入

入 示

札

格に登

第 要関録

４ 件し等

以 号

当のり

該令取下

に法を
れ」

な定さ札

し規消入

とるとい

こよたと

いに

次
な可。。北

と許きう

い

当、札定の

びは入に

れ

期格落るず

該資のめ

に

の有決約か

間を札契

当

新るの係該

更す定に

る

続認まもす

手と日る

すあと

たとでこ

めでの

、

合は

組者

業る

協す

旨

先

格出

資提

る該

あ当

で
る示

す指

有の

を

日

るの

よ成す）

る
月道を

３海格

。年北資
立有

と

で牧こ

ま小る

日苫す

に１
れる

者
患
の
院。
病

１た
組当

１日
る１

係組
単
の
り価
た単
当の
日り

立

た免を道

っ、）海

価

登す小

き、施苫

と許実

長

を院

等。病

録る牧

。

ると

に
合松

場
る常

す
要

た

知めっ

通。たな

のる

期は

っ効き

あ有と

が、

ら更格

かの資

日間、

た

行う

のは失

１新を

作

そり

でよ

者に

にわ。

請

を申

員た

成し

構成

の

出

も提

たを

し類

更書

変

具
寝
の
等

の

ず

開に入入わ

要そ号問

ののげ金書、

札掲札札

及

入に記費

時る額に消

海
北
び

９

すにうあ
）て約

る 落有よ。っ契

者なこ、書

特 交札効る

付の入とか作

例第

を

決札とつ成

お和
方定をさ、の 条 定

６７８

、
て則

い

子 便郵電札交

郵電否入

ににに明付 入 等便報説

るるの場 の よよよ書 札

５

契
る。

めい

定な

る
証
保 札

入入開開札
入入

日場日は
金 保 札札札札

北北電入
４

れ
け
な
し

場

号行

道道番執

海海話札

小苫の

苫立

場

す等

お札係載税

に 牧小

き

てび消る抜

い 他及る

格

２の税額価

、こ費金
当

規告び、相

に公及は
税

す定方費額

定に地消

るめ消

格入税に価

資る費等単

を札係）

否 １ る 方しれ最要 第 め
者北の 項 規 法法たる低
規 の海価 の 則
う道格

務あ に 和 のち財で 定 昭

場、よ

でべ則も り 年 所す規る

海 交ての 定 北
入和落 た 道 付の昭を め
札 そ 規 す

則 る札

札札否付所

入入入交 可

す北北

認認関

をはに

札

事道道

るなる海海

めめ
だ小苫

た。項苫立

。い

院

再双病

、市牧

し牧小

所時所時金免
、
証

度葉

る
す
除

海海成とと。

北北北平
同同

海
道 道道
苫９。。

立 苫立年じじ

牧 市牧５

小 牧小月

苫 小
院 葉院

病 双病日

所

双病及 － 市牧

び

町日 － 葉院

時 ３

に以ると

号
３
番

７
目
丁

なす税る

し関下課す

有
者条費業と

いる消事こ
あ しに等で

の件税者。

た違」

一 入反とる

三 札しいか

五

）事 財入。税 、たう免

。金年者 れ

はの業 務札

額北と ぞ 第

れ 号海す

第 価規。 予 ） 単道る の

）則定

が第価
格 号 、
北号 第

の）

道以価 項
海。単 １

院規の

病下

は丁

札３

入町

事財 定制

。号

い３

な番

め７

認目

町）午

７に 目時 送 丁２ 郵 ３後

合
号に 場 ３送 る 番郵 よ

番

は 便

合 郵

場 、

る は

よ

第無扱で 則、取者 規 、

効いあ

とる

務 に限

。
各るを

すか 条

囲

財則 り範

の規 よの

業
例いで

にと の内

務」 そ

着
必 号

関

）

－



２

政政。道平る

資次とい
と 格令 い令が成こ

の

第 ず第行
う年。 れ

指８ 要に
該競１ の の も名月 条 条

件

北 海

の
入等契資物

争品
競物

加はの 参類等 に種

品 札

約格類

す、種

る

道 公 報

規１ 北

地定 海

に平資平 道

よ成格成

方
立自

及 り 緑治
、年び年 ケ

一８調度

法
丘

般月達に

施
病

をお

行
競 院令
争日すい 告

第

名所のの細

ここ詳

アイ

のの入 在告札、

公入は

称地容行説

内執札

号

な算契
加

平おし約

成、たに
十消合関
四費計す
年税金る
八

第 第 当争日 ４ ４ 等額事

項 項 る札在 ２ １ す入現

規 規 と関お の に こにに
引 に するて 定 定 。すい

でを続 り 者名き よ る指
年 入 い止２ 争 な停き 競

む北搬北

に定
者に

こさ

る成。海送海

必め平院
）道等道

の 要

患 なも

含緑

者 資の年契立を立

月ヶむヶ

等 格と８約緑
丘。丘

の はす

寝 、る
。日病）病

の資の

類 にに院の院

具
賃 め般患格患 の 定一

入るて 示

札物北

昭
第

に品海

和
３

参等道 号

ヶ

令す種緑

政加の立

年
者丘

第る類
締

以要が

。必院

号に病

、書

はは明

資北結

下な

予道

北郵電定公に

立
番あする

海便話で開よ

道番

緑

苫、。

立号号りる。
ケ 変 小

更 牧－丘 す － 病

る 院病 －こ
と 北院

月相に務

二当１を

十額円担

三は未当

日

織

該端組

当のる

、満す

金がの

代数

金

請る称

のあ名

曜

とれ以 札

のきび

求と及

な具 参

い寝 の 。て上 へ
除

と賃 排

この を

い類 加
い

洗 て

び れ

及 さ

。貸

借 る競者者

業 者

事 る

も争等以等

と札寝寝 洗 の入の下の

公類格類 業 しの具資具

を賃と 及 当告の」 務 、
約うう 院

契行借い び 該

） 搬

に北洗。 内

調立務 業

り道業 送

よ海

立う

令を道よ

政格海し

いたヶす

とめ緑と

」定
う。丘る

め 第長定 ）院に 。病
伊る

が

に ５

藤約 の

契 条

海

告

苫り

道有

示

３
町
葉
双
市。

牧る

小得

番
７
目
丁

日

の
にそ地

き、在

とは所
を
こ額
る金
す数
算端

加
切
と

を で

等る
税て
費捨
消り

こで
ん い

営 な

申

次行格再再

をアイウ
有業請
申 のう資中を企

を企す組し 請 いこ格小

れが有業る合よ の ずと

院 を

をヶび 等

達緑及 務

５

る病含内

す丘

海海審

申提北北格再
資

保の請 先道道査 請申 出

係 第

名緑健再の のの立

４

の般

三一 項

る １

勝

経中びて格申

に及め資
る査請 げ済小協い審

掲
業業組とのの

る産企業

３

号
３

格局等合き申

資

年つ

の下て
法 所務資中以い

企 確災代は

格律 小 に天

要第

業 実等行中、 件等 にに者小当

）
相。

納よと企該 の号

を
額。
当

法あ道

療で海

医者北
る

者又う 方

行こ緑

施る立

る協では法と

かです等

る

該る者同あ協す

にき

合も組者

当。の組る業

る該の合は

す当
業限あ４

者資企にで、

引に組るるの

で格
るを）格の

き係合。資
変有請

き営除をを申

続
由

称ヶ福申事 方

資業く

院道

び病部

法及丘祉請

該わ地病

資当行在立

所

理

査出け管

審提な院

格
請指な

申のば室

の先れ

、にな海海

は示ら北北

あの期

要長協に。請時

て期

は行組っ時

件が同

適官法は及資の

、う合

方審意

用公第、び格任

適条立法査の

し需３設
際申ま

い格第のの日

な

はに

合号に請で

。組４

） 協

証掲格、し

のに資

等小 第 同 入りし業中 特

時確協企 ３ 組 で一て例

第 法 る的保同業 条 合 き
こにで組等

」同 項 昭 とそき合協 １

業こと組 第 和 。のる
。う又 号 年 務とい合 ７

）協 掲 律 遂。は に 法 の
が及業 げ 第 行

病

則。丘

規とヶ
患

和の

昭院

令具

省寝

生の

厚等

年者
を

第類

）しる類

格を。更す書

で提

得続でた者の

を相

う合るのそ出

よ、あも

す又格構の

と併資の先

も譲有員ず

るはを成い

はにる変か

の渡すをれ

資りでし、

、よ者更に

次よい道道

格承そた当

市

揚作東幌

にり。河札

た更央

るし音中

げ成郡
３

書請緑北

請申町区

申
を１西

の類丘条

類書が
目

先出地丁

出提番６

提

有成け

明げを平な
のす

れ

をる
有企す

る組者８な

す業る年ば
な

と合で月ら

きあ
下も。

。以る日い

の金

組成ら

業構か

企が）

合員

困び組 る

と小が 業 ）

難中合 協 号

る業の 合 ３

な企次 組 第

事団い 条

にのれ 下 規

態体ず 以 に

備組か 定

、に該 業 る

え織に 協 す
関当 組 中

該るる 」 企

にすす 合 小

条緑

９立

第道

）海

号北
丘

のヶ

に病

一規院

三定長

六

も該

準す

基定

る指

すが

成出

査し構の提

審継の

申の

再者員先

のた

に
れと

ずこ
いる

請資指 、り
によ

か

と過
」の日

で

。をま

う数）

い半金

き い 等

当法と と 業

）占

るは う 協

す律

を和２ 組）

者昭、 。 同

にの 業合

てび

し及

合時

適日

にる

い場



入平の契北北電

類

２３

札成賃約海海話

平 借条道道番 に

成 参年項河立号

十 加北洗を東緑

四 示郡ヶ す海

年 － る道業す音丘

八 者立務場更病

北 海

北立数調達

道調契納

イ
ヶ予す

海緑量達を約入

病数物

立丘定る期場

道
ヶ院量品間所

緑

道 公 報

１ 北

次 海

の平入ア 道

と成札調 立

に達調 お 緑

り年付を達 ケ

一８すすを 丘

般月るるす 病

事物る 競 院

争日項品物 告

第

７

有資格２資該

約資資当
可

係効格をに格許 格

に

定係、 の る期は有規に

ののるする免

一間１す
者る営許

喪 般
争新に失が資業、

競更

号

６
よの格格

に格資資

示資
効効

作効有有

り有のの

た及間間

し間期期

成期

月 － に緑及所町院

二 必ヶび緑

十 要丘院が

三 な病内丘

日

業地

格告送番

資院搬１

３等
第務

示

金

に含
号を

曜

病患の

丘の等

定。
規む

様成海

院者寝病仕平北
道

の等具衣

患の延延等

緑

者病べべ年立

等衣

入月ヶ のの

札１丘 寝借

説日病 具入
に書ら

のれ組組明か院

入等品
入係に平

借

示

札の等 第

名の ４

以称名 号

び

下及称

。北

う
い

と
」

札量

入数

の要関録

入定次格に登
法を

のるい件し等

札め

札約れ該令取

落契ずに
にし規消

決にか当のり
にれ

のる該な定さ

定係

まのすこよた

日も当い
こと許き

ででるとると

びは
するとな可。

とあ

類期格

書該資

請当、

申

る

出変す

提の有

を間を

れめ

け続認

な手と

し更
な旨

ばた

日

道を
海格

北資
るの

す）
病と
丘こ
ヶる
緑す
立有

れるよ成

者
患
の
院。

に１る

１日月

る１３

係組。年

組当
単
当ので

日りま

１た日

を道

）海

価
単
の
り価
た

。病

る丘

すケ

施緑

実立

免

るたとっ、

藤
伊

長
院

き、

、っと許

。めなた
等

期き録

効と。登

有た
格す

更資要

の、を

間は

行う合

、失場

はをる

新

が

い知

な通

らの

わ。に

の
１
ら
か
日
た
っ

あ

。

具
寝
の
等

に

に入入わな算契

号問加
、たに

掲札札ずおし約

額に消消合関

げ金書、

び
及

入に記費費計す

る

海
北

よ。っ契要そ

すにうあ

こ、書

特る）て約開

る

の とかの

例第札
の を
とつ作

８９

三
勝

さ、成 条 定時

７

札交交札効

電否入落有

明付付の入 入説者な

子

の場方定を の書決札 札

５６
、

。て

いい

なお

入開開札便郵電

入入郵

札証ににに

保等便報 札

るるる

金よよよ 保 札札

４

契
る
め
定

日場日は

る

場場
の
行札
執
札入
入

等等額事

札係載税税金

び消る抜相に務

及るす

額円担

こ費金き当１を

及は格は未当

の税額価

のる

告び、相、満す

公

費額該端組

に地消当当

め消税代数織

定方

のあ名

る費等単金がの

札係）請る称

入税に価

他 １ るお れ最の 第 めに
て 北の否 項 規い る低要

規、 海価 の 則

に 和に 財で 定 昭２ 道格

規 務あ よ
定 北す 則も り 年定 規る

海る の

規格 和落 た 道資 昭を め
札 そ 則を

否付所法法た

交方し 可

う

関の

に者

場、

る海海のち

す北北
でべ

項河立所す

事道道
音丘付の

郡ヶ交て

東緑

入

証

町院る札

更病す入

所時金除札札札

免入入

。めめ

る認認

すをは

時
同同。い

成ととるな

平

し

９。。だ

年じじた。

び
及所
所

度

日再

６、

月

日
時北北
道道－ 海海
河立

更病海 音丘北 郡ヶ
東緑

以ると求と及 立 町院道

は所

関下課すのきび

に
す税ると
にそ地

る消事こき、在

件税者。加の

条費業と

違」あす数

に等で算端

一 反とるる金

三 しいかこ額

七

入。税切

たう免とを

はの業費捨

札）事消り

し 北と ぞ 第有 年者 れ
れ

予い ）道る の 号な 海す

則定者 第規。

の

第価
格 条し
た
入 号 第

の）、 以価 項札 。単 １

務 規の財 下

務
が庶額

緑。金

財 定制

丘

北
、

が

地）

番価

１課単

は

前札

午入

事
院
病

道
海

め

時認

合
場
る

よ
に。

送い

郵な

丘 丘階ヶ が２緑 緑

、
は

） 地室院 番修病 １研

者税て

合
場
る

よ
に

送
郵

あ相。

無扱で等る

、取
すか額。

とる当）

効い

の則 務 に限規
。

るをを

則 り範第 規 よ
」 そ囲

の
業

例いで各

と の内条

郵
、

は

）
着

必

関
に
務

財

号
番

便



。道平こ医者北

とるる
あ道

令が成と療で海

政

。法 第行
う年施る立

指８行こ向

則。ヶ の名月規と陽 条

競１

北 海

２
格 品い令

資物の政

資次

等ず第
れ 要 の

格類件該の も 種条 に

道 公 報

規１

契

に平資平競物

定般る
入等

よ成格成争品

及 り

調度に種

、年び年札の
加は

般月達に参類

一８

をお 競
争日すいす、約

第

北

地 海
道方
立自 ここ詳

向治 のの細

陽法 公入は

ヶ施 告札、

丘行 のの入

病令 内執札

院 容行説

号

アイ

平名所
成
十在 四
年
八

争現丘 ４ 称地

札に和院 ２入在昭病 第

の 項にお
すて厚者 規関い年患 の

指き省の に

る引生等 定

をき第具 り

名続令寝 よ

類 競停２
さ以）北 入

止年号を 争

む北内北る１ す第 当４
とに 院。海搬海こ項 病

立業立。規 の）道送道
陽す 者約向務向定 患契

丘者 のヶ含ヶる 等陽を
院な 具病。病で 寝丘む

こ ののののい 類院）

平

札物北者に

入るてる

等道必め成

に品海に定

参
加の立要る

陽資の８

す種向なも年

者ヶ格と月

る類

に丘はす
。に

必病、る日

締定般

な北がに一

要院

資海

告昭 はは明

示 予、書道和
第 定公に

立３年 で開よ

号政 あとる向

令 りす。

陽

変。

第 、る

ヶ

す

号 更

丘
以 る

。
病

と

下 こ

院

月
二
十北郵電

三海便話

日

緑
立号号

道番番

ヶ

－ 丘－

金病

－ 院

曜

北

て寝９道 へ

れ上第海 札

な類の向 参

い具条立 の

陽 加いの
と貸規丘 排

こ賃にヶ を
れ

びす院 さ

。及定病 除

基が て

洗る長
す 者

業に定 る

事準指 い

者格者と 賃患資患

を適

等等。 借

の以の

寝下寝 洗

具具

賃」 及の格 務類資類 業

い 院

借と び

。 搬

洗う 内

る争

格道結め競

業） 送

の札

定向よも入

を立し
し公

たヶととの

め陽う
当を

病る、告

。丘す
約北

定契う

長に該行

院

立

橋契よ道

るに海

高め
約り

有

政 が

告

」 り

令

示

第
）
。
う 。い る

と 得

５
の

条

日

が
緑
町
更
音

郡
東

河
道

海

日 な

営合る で

地
番
１
丘

こいい及

でて時 い

んし
６

格再再に格資

イウ示資
有の

申 中を企申よの格

し作効有 請 小有業請り

る合よ成期効 の 企す組

５

含院
び を

及 務

務 業

業

提北北格再次行

資をア
こ格

申 出海海審のう資

のずとを 請 先道道査い

向健再れが有 の の立保

をヶ

係達陽

三に調向
名

４

一す丘

郎る

い審

びて格申申

及め資
とののの

業る査請請 協

３

の
項

１
第

合き申

組

年つ
て掲経中

法 資中以いに

第 企はげ済小

格律 小下

要
業中、る産企 件等小当資業業

企該格局等 の号

等行

所災代

場天の

び務

間期 方

実よと

確に者

に

法とた及間

等者又うし
当

同あ協す申び

協では
も組者書該

組る業る請

の合は類期

合

あ４提の

企にで、を間
し新

組るるの出更

業限

続

を）格のな手

合。資

く変有請れ

除をを申け

きる

称陽福申かです 事

部該る者

及ヶ祉請由に
す当

所病道当。の

び丘
院者資

地病る該

在院立

る

室き係

理引に

管で格

方

海海資業

北北き営

続

っ時

あの期法

に。請時

わ

は及資れ資当行

て期

な審提な

、び格ば格該

立法査ら査出け

設方審
い申のば

ののなの先れ
示ら

に請。請指な

際申

） 協

格、、にな

資はは

が同 第 同業中要長協 特

企は行組 ３ 組 例等小件

第 法同業、う合 条 合協
組等適官法

需３ 項 昭合協用公第 １
と組な適条 第 和」同し
組４ 号 年い合い格第 ７

律。は合号 に 法う又。
業証掲 げ 第）協のに 掲
及

保

入時確

納一て

にりし
のる

るそき

きにで

で的
遂
の。

。務と

と業こ

こ

る類な

。更す書ば

が
行

で提な

でた者のら

）し
の先。

るのそ出い

あも
有員ず

を成い

格構の

資

、

者更に

る変か

すをれ

相

道道格を
そた当

でし

市よ、

走幌得続

網札を

又

陽央と併

向中う合

市
３も譲

丘北るは

ヶ区す

よ

目西はに

丁条の渡

１
目格承

番丁資り

５６、

成にり。

を平次よい

１

掲作

有
す

申た

者８るし

る年げ成
請申

で月

あ

の類

もか類書

る日書請
提を

のら

が

のす

成ま先出

構日出提

員で

び組明げ る

有企 業 ）
中合をる 協 号

合 ３
企次す業 組 第

小が

団いと合 条
業のる組

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小

に
態
事

る
な

と
難

困

一備

三え

八、

成出

構の提

のも該

該
に

の

員先 者

のた

査し

号審継
資指

間ずこ

ののいる

請
申

再

よ

数しかに

半にれと

過
」 と 業

占け、り

をなに

い う 協
律きと い 等
法と
は

和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合 業
を
者

る
す

当



３４

海海話札入

契北北電入

約

平 条道道番執

成 項網立号行札

十 を走向の

四 場場 示市陽

年 所 － す向ヶ

八 場陽丘及所

北 海

寝

２

の

調契納札成類

入平具

調達に
加北借

達を約入参年賃

定る期場す海

予す

数物る道洗

量品間所者立

道 公 報

１

道数

成札調海

平入アイ

に達調北
を道向

年付を達海立量
ヶ

月るるす立陽

８すす
事物る向

日項品物陽丘

第

北

次

７

海

の 道

と

資資当

立

お 格
格２資該

向

り

をに格許

陽

一 の有規に可

ヶ

般

す定係、

丘

競

喪るする免

病

争

者る営許

院 失が資業、

号

は

格係効格

資に有資

約
般の１

有一間、

のる期

期競更の

効
間争新

月 び － 所ヶ病

二 丘院日

十 時北北 １

三 海海 丁

日

陽

番走向

５網立

目道道

号向ヶ

１市

金

ヶ病
陽丘

曜

１
丘院

ヶ及

の必陽務

等に向業

海な丘び

寝病仕平北要
道資病院

具衣様成

延延等

向告搬

べべ年立格院内

札１ヶ第業

入月陽示送

説日丘３務

明か病号等

平規含

組組書ら院にを

の

の等丘院

等品ヶ病

に

称の者

称名院患

名の病

量等病

数者の

び患等

及

れ

北の入
具借

寝の
の衣

入

海借

告

札

次格に登

示 の要関録

第 い件し等

以 ４

下

ずに法を

号

か当のり

れ該令取

該な定さ札

にし規消入

すこよたと

当いにれ」

こと許きう

るとるとい

札定

は入に

とな可。。

を札契

格落る

資のめ

、

る

るの係

す定に

有決約

とで

めでの

認まも

と日
旨すあ

た

日

１る
番よ

５に
目送

丁郵 む

号
番
便
郵
、
は
合
号場

す。

よ成定

る
月海資

３北の

。年る）
道格

る

で陽す

ま向有

日立を

入に

の
院。
病と
丘こ
ヶ

陽係１

向にる

立れ係

道

当

病組日

丘１１

ヶる組

高たの
当り

長日た

院１

とっ、）

単

橋の価
り単

、施

っと許実

なた免を
。

き録る

と。登す

たき
をる

格す

資要

、を

は等

た

のるる

。に

う合

失場

っ効

あ有

が、

知め

通。
１新

ら更

かの

日間

た期
行

のは

にわ

－

名所

わな算契

問加アイ

合関

、、たに

ずおし約

等
者
患

費費計す在 消消

の

開に入入

っ契要そ号

あ

金書

札 、書掲札札

て約
つ成る額に のの か作げ

び
及

三価

、の入に記

時

すにう

９

北

郎
交札効る）

る 落有よ。

の入と
例第 者なこ

特 交
付付を

決札と

て
い
お

場方定をさ条 定

５６７８

、
便郵電札

入入郵電否入
明 入 保等便報説 札子 札
よよよ書 保札 証ににに

い

定な

はるるるの の 金

契
る。

め

る

日場日

札札札

入開開

務

等等額事称地

税税金

北郵電

き当１を

抜相に
は未当海便話

価額円担

号号

相、満す道番番

格
額該端組向

当当のる立

代数織陽

－ 単金がのヶ－

価のあ名丘

－ ）請る称病

及るす

お 最要札係載

に

金

て のび消る

い 低否他

は

２ 格の税額

、 価こ費
消

規 あ告び、

に で公及
税

す も定方費

定 るに地
に

資 をる費等

る のめ消

を 札札係

格 落入税

法たる１ る 方しれ第 め
の海の 則 者北項 規 所法

規 う道
和 海海のち財定 昭 北北
道道場、務に
よ

でべ則り 年 網立所す規
海 市陽交て定 北 走向

入和た 道 向ヶ付の昭め
そ 規 陽丘す

則 ヶ病る札

札否付

、入入入交 可 証

認関

除をはに

金免札札

。るなる

るめめす

す認
再
、

し
だ

た。項

。い事

時所時

度

同同

海成とと

北平
道

陽月
向９。。

立年じじ

と求と及院

病
丘日

ヶ２

すのきび北

こき、在道

るとは所海
市

。加の走

とにそ地網

す数向

算端

一 る金陽

三 こ額ヶ

九

切１

とを丘

者に以る

費捨目

消り丁

な すす税

し と関下課

有
者 。条費業

い るる消事
」あ しに等で

の件税者

札しいか 入反とる た違
）事 財入。税 、たう免

院。金年れ

はの業 務札

１額北ぞ 第 丘

れ 号 丁海
第 ５価規予 ） 目単道の

番）則定

１が第価
格 号 号、
北号 第

の）

道以価 項
海。単 １

院規の

病下

な
め

認
は
札

入

事財 定制

時
２
）後

院午

。
い

５

、
は
合

場
る

よ
に

送
郵

）号

相。１

等る番

税て

で 則、取者 規

を
額。

当

効いあ 第無扱
とる

務 に限

。
各るを

すか 条

囲

財則 り範

の規 よの

業
例いで

にと の内

務」 そ

）
着
必

関



１ 北

次 海

の平落 道

と成札 釧

に お 路

り年係 土

一８る 木

般月物 現

品 競 業

争日等 所

北 海

５６７

契一一平契

約般般成約名所

に在 の競競

相争争年関称地

手入入北す

方札札海る

をの道事北北

決公網務海海 円

道 公 報

２３４

成札氏住札

道落平落落

者金

道札
網を
定８氏

走決年の名所額

８及飛代東

園し月名

公
日日び島表京

線た

第

１ 北

次 海

の平落 道

と成札 網

に お 走

り年係 土

、８る 木

一月特 現

定 般 業

競日役 所

号

ここ詳

平のの細

成公入は
十告札、
四のの入
年内執札
八

入の

容行説

告

札名 示 道

に称 第

釧よ及 ３

りび 号 路落数

土

者
札量

木

決
を

現

定

業

た海

し北

所

土担網網

定告走を道道

現す土市

た木当走走

し

所組現７

続業る木北

手

名３

示の所西

告織業条

都

所
び

号及目

３称丁

第

飛代

路所三千

道住・者
北建区

良・島田

改井
式町

岬特株番

美野設三

ネ設社番

ン建会２

ト定

争務
工共

）事

ル工地

告

入の 示 道

札名 第
網に称 ５

よ及 号 走りび

土
札量

落数

木
を

者

現

決

業

し海

定北

所

月はは明

二予、書

十定公に

三で開よ

日

更
変

、。
りる。

あする

金

る
す

曜

釧

。道

と
こ

告

路

示

地
在

川
宮

長
所
業
現

木
土

網

た道

式
一体

業
企

事同

。 告

走

示

俣
猪

長
所
業
現

木
土

日

３４
二

英

。
る

得
り

有
が

２

１随平随随

・
除意成意名所意

契在契 付雪契

のに

１ト約年約称地約

）ッ相月相係

台ラの７

１ 北

次 海

の平随除 道

と成意雪 釧

契ト

所

お 路 在

り年約ラ 土

随８にッ

地

木

意月係ク 現

５６７

般般成約名

契一一平契

約

に の競競

相争争年関称

手入入北す

方札札海る

２３４
樹

茂

札氏住氏住札

落平落落

者金

札成
を
７氏

決年の名所名所額

し月名

定

凍ロ
リ

止リタ

防ター

結ーロ

手北札る

剤除

ク手

道市約

２方日方海幌契

及決氏三白金

３台をの
及ふ区

び定名菱石額

台

住う央

雪たびそ中

除し

１

ー動条

レ所自２

グ日

る

台売目

１販丁

ダ車

契 業 北

約日物 所 海

の品 告

相等級

道

示

手の、

釧

第

方名６

路

４

を称×

市

号

町定び、

葉決及６

双
丁た量・

６し数
・

目。

釧務海

円円をの道事北

土担釧

定告路を道

決公

木

手現す土

た木当路

し

所

告織業

所組現

続業る
及総

１称画

第名企

示の

及株札株室

号

た

市会市

日日び式幌式蘭

稲栗江

所社手社入

住会

番

除稲商１

本区林町

日
機３地

雪穂会

製条

車雪

散雪除

目
所丁
作６

車車

布

１
台 湿

交 ／ 式と
換
） 級

式番

と株１ 駆
輪
４） 、

交
換会

番北２

）社号

土、

路台

釧１

道付

海
現・

木
長２

所・

業

務
在総
所部

び務

１

宮付

番
４

課
地

台
１

）台 動１

号

一
四
〇

英び
及

川台

二・



海
北

立
道

名所

平 北 在

成 方 称地

十 建

四 築

年 総 北北

八 合 海海

北 海

４５６７

契一一平契 落

約般般成約 住札

に の競競 金

相争争年関 所額

手入入北す

方札札海る

をの道事

京決公釧務 円 東

道 公 報

１２３

道札成札氏

落道落平落
者

札
に知を
公定８氏

係床決年の名

７及前代

特園し月名

る
役臼日日び田表

定羅た

第

北

次

７

海

の平 道

と成

地契

釧 方約名所

お 路 自に在

り年 土

一８

治関称地

木

般月

法す

現 施る

競 業 行事北北

争日 所 令務海海

号

契随随

５６

約意意

の契契

相約約

手に

決た

をっ

円方よ

月 研 道道

二 究 釧釧告道
十 所 路路立三 告 土市

日 北示 木双

第 現葉方１ 業町

建号

番
所６

築金
総 号

曜 合

当

千し土担

都定告路を

続業る

田手現す

代た木

見示の

士告織

富所組

区

び

目号及

丁２称

２第名

道所石

務線住・者
番所

建

称改・田

名路山前

の
び太設

及良新

岩特

量狗洋業

数天平工

北ネ設会

ン建式

ト定株

入

海ル工社

告 を道道

札 示

に

昭担釧釧

第

よ

和当路路

５ す土市

り 号

札

政組現葉落

年る木双

を

第の所６者

令織業町

名企丁

定

号称画目決

）及総
所部た

第び務番し

続
手

た
し由

定理

研日

究
示所

在

事同

釧工共

道）事

号地

業式

現一体

木業

土企

路

在総。

川
宮

長
所 第

項
１

第
２課 の地務 条

に
定
規
の
号
６

請を

申申申査
審

アイウ

３

類っ

書行 請請

者ど しン条

はう

ナ付、か 条 た北テ件こ

で道ン一アの の の 者海

の 札 あ内ス般か審 ５ 入

２
二

英

るにの競ら査

平を道当し当

入次格に

にい成有が該た該

札の

す行調者物 参ず

あ調

加れ年るう達で品

１
。
る
よ

すに北こ指物

大達

札調調納納

入アイ

付入入 を間型を に達人

定
協

る学動る

す工振す

と、適成

のおの平

次な
おこ用

け月

一入受８

りのを年

時方提と

のた のの 般札

北査
審
、

期法先は

出き

れ便海海結

平申け郵北

書ば番道道果

成請

川北申

年類な号旭立を

８のら

市方請 月提な
出い－緑建者

の 、 こ本体争ウを ２ は

で請 規 地 と店制入ま申

整参にを 定 方 。又が札

よ 治 支備加定し に 自 は

格るけ る 法 店さ資めな

施 れ

こば 件 行 営てのとれ 条

所る査ろな 付 令 業い審

一

をとよな 般 昭 ）こにら

有をりい 競 和

こ又

るも海と名品る達

争関とは

者該道。競に

必す示入し。こ

に当告

に要と

要る第札、れ

なこ
又す仕様

資と号関求同

平指書類

はる様の

格。

を記品

成名に似

場 物情実物

す

年停載等

解用等 事
品報験品 る期

ー仕

項の析デの限所

等

処等平北

称スタ様

名シ

道

びム理成海

及テ
数・
一析札１北

量解入年立
建

海式装説月方

北
道置明

競にる
達
札調
入る
争係。日

下、
以は

入
と月

」４
札年

い

が築に 日先。

丘総通 かの
９示１研す

ら指東合知

よ３所。

月に条究る

ま作目画

日り丁企

一 で成１総

四 し番務

一 部 た

、。 争

書課

請務

申号総

し証
当しの 札 政 、明２ 入 年
で 令

調者か あ 第 該た
達でら る
の 号

で 、 以

品るま で 。

物あ
。掲 札

関とに 入 下

にこ
し

加 」

迅る 参 令

、げ に 政

海さ要係

北止のに

速資

を当

告て等相

道れ件る

９いたの

第な満数

示い
い実

にとて入

号こし納

とが

すこ等

定る績

規。

及総

立書日築

物をあ

る

究

建式要研

方一び合

北

に

研書

合様

総仕所

築求

マ
う日

辻

。

長る

所よ

究

で
施ュ
実シ
をケ

）ラ
。

府
政
た

れ
さ

。成
る作

す

な格 し と

な
し

出
提

を
類

と 。

フ有 うう

アを よ い

メ第るか

ーる す ）

タす を

購にと

の前こ

品事る

司
博

資か明

のら証

入明

る
す

関
に

達
調



９

開に入

て契要そ号ア

っ

げ金 書札 札掲札落

約 入

の札

効入等 の時決 有る額 作

係 のおに な札に

成に定
当 入及

北 海

７８
札務 こ札交交

と入落財
の 付付則 に明者規 ろ説
るの

第 よ書

決

。交
付条 定 場方

道 公 報

６
入保

札金北

開開入以証入年
保 のを海

札下札
付規 保証 消 参納道 札札
場日の 税 しす則

金 費 加
等 よる第 証

第

５
号行

番執
話札入入

電入
の札札

場
所
及 －場日

号

約海海

契北北

４
平条道道

成項旭立
十を川北
四

示市方
年

す
緑建

八

消

てた 札びる 要い が築

て 限の費

、っ に否他こ

、 。告等

には る公税

２

札 し定取

定入 ）にの

規

に 者るい

る書 ため扱

す
に
を載 落札

格記 を入
資

に方第

しれ 者関
有さ 札

規 るの す項 関所法法１

項海海話の定 事北北電

旭立号所よ

道道番場に

川北でり

交定 市方

付め

が築すた － 緑建

る予

納

－ 丘総

付 」 うこ
。。
の と 所時金とと号

者下
除 う る以

免 い す

納 ） にには

、 。

じじそ務
付 相 同同、財

者則
法 額 。。の規

方 方

政 む 見と
、 含 の」

は を

令 。 積い

び
日所時 －
時
北北は１平
送 線海海、番成郵 内

道道郵

旭立便号年に
よ 川北番
建海４場

市方号北月る

緑

道日合 が築
丘総－立は

月丘総 場

二所東合

十１研

三条究

日

番務
１総

目画
丁企

３所

金部
号総

曜

い金 する
なた とす

課
務

当 に
のに 。件

者額 る条
札額 し 入金 反 た該 違 し
入 、の た
財札

定

無５ 則、の 規は分 務

東合。

価 １研

格

線 丁企制 内 ３所の

条究

の

目画限

１総

範

部囲

番務

う

の
低

課最

務で

号総内

の っ。
第 ） も
た）

契第 条
の 分 約

７ の

ら び にか 額及 ５条 金
費海 当第 消北 相

道 す 税

規 以
びま 務 額

及条 財 る

北午、

地で

東合

方後平 １研
条究建１成

３所北築時
年 丁多海総

目目道合分

番ホ川究３

１的旭研月

ー市所日

が画着

号ル緑企必

に１部

送東務

郵丘総）

日

効に 第

相 と
１

。
各るす

す 条当

北

次 海

の平落パパ 道

と成札ーー 教

にソソ お 育

り年係ナナ 庁

一８るルル 宗

般月物ココ 谷

も
を

格
価

．．

消定 の
方の 則 上

税札和る

費め 昭 入

．

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

手及札札、

３務

よ条総

続び及に入

合目）

場丁課

る
で約名所

相者契

イアイ

る者る関

す札あに

当落 額て事

る捨税
金とかす

ン

算額で

加金者

をた業

品ン 競 教

争日等ピピ 育

入のュュ 局

札名ーー 告

に称タタ 示

よ及 第

りび ８

落数一一 号

者
札量式式

を１

定北当××

決月台台

道
教
育
庁
宗
谷
教

に日びお札

お本契け説

い国約る明

て通は入書

使貨、札に

用調執よ

す達行る

る手は。

言続、
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